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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　まぁまぁ落ちついて。

　イメージをしやすいように、とりあえず目でもつぶってみましょっか？

　つぶったら、脳みそフル稼か動どうさせて四角い頭を丸くして、全神経を集中させて想像してみてほしい。




　アナタは今、死ぬほど退たい屈くつしている。

　その退屈レベルを例えるならば、そうだなぁ……。

　診しん察さつを終えて待合室で会計を待っている的な？

　朝礼で校長先生から『やたら向上心高めの深いようで浅い話』を聞かされている的な？

　全く興味のないクラスメイトの恋こいバナを聞かされている的な？




　もう、とにかくクッソ暇ひまで暇でしょうがない。

　昼ひる寝ねするのにも飽あきちゃって、こりゃ夜寝れないかもなって不安になったり、五秒おきに「なんか面おも白しろい事ない？」って周りに聞いちゃってウザがられたりする……状態を×３したくらいだと考えてほしい！




　そんな退屈の波に吞のみ込まれて溺おぼれそうになっている時にだ。

　突とつ然ぜん、目の前に一個のボタンが現れる。




　このボタンを押せば一いつ瞬しゆんで退屈が吹ふき飛んじゃう。

　しかも押せば押すほど、ドンドン楽しい出来事が起こっちゃうんだって。

　まるでポケットを叩たたく度たびに増えていく魔ま法ほうのビスケット。それか真っ暗な海にいるアナタを照らす灯台の明かりみたい！

　ボタンは、やたらキラキラと輝かがやいていてみるからに魅み力りよく的てきだし、なんかオシャレだ。




　おまけにボタンの周りには、

「どうぞ自由に押してください！」

「押したら、めちゃくちゃ楽しいですよ★」

「押してくれたらプレゼントもあげちゃいますよ♡」

　なんて貼はり紙がみまでされちゃったりしている。




　更さらに更に……ボタンを押せば、アナタみたいに退屈している人達と沢たく山さん友達になれて一いつ緒しよに楽しい時間を過ごせちゃったりするらしい！




　そんな素す敵てきなボタンが手を伸のばせば、いや、ほんのちょっと指を突つき出せば届く距きよ離りにある……どう、想像できた？　想像できた超ちよう頭が柔じゆう軟なんなアナタに質問です。




　アナタはそのボタンを押しますか？




　……まぁフツー、とりあえず一回は押すよね。で、押したら、あらビックリ！　貼り紙の言葉は全部ホントで、ロケット花火みたいに一瞬で退屈がどっかに飛んで行っちゃった。プレゼントも貰もらえたし、友達も１００人できちゃいました。




　こうなったらどうしますか？




　……そしたら、まぁ何度も何度も押しちゃうよね。

　だって二度と退屈な想おもいなんてしたくないし、せっかく友達だってできたんだから。もう快楽を与あたえてくれるボタンの虜とりこですよ。




　ね？　想像したら分かってもらえると思うんだ。




　だからさ、たとえスマホのゲームの請せい求きゆうが八万円きたとしてもだよ？

　悪いのは何度も何度も『課金ボタン』を押しまくったウチじゃない。

　超健全な女子高生・八やつ井い田だ風ふう（16）にでも、好きなだけ押せるようにできている、あの『クソボタン』が悪いんだって！　そう思いませんか!?




　……ウチのスマホ画面が、お母さんの正せい拳けん突づき（ちなみに空手三段）によって粉ふん砕さいされたのは、この言い訳スピーチが終わった直後だった。































　ねぇ、最初に言いだした奴やつは誰だれなのよ？

『月とスッポン』っていう、クソみたいな言い回しをさ！




　だってさ、月とスッポンを比べる必要ありますか？

　いくら姿が似てたとしても、まんまるい形をしている物なんて、この世にゴマンとあるでしょ。

　それに、よくよく考えたら月とスッポンって似てなくないか？

　スッポンって、そんなに丸くないでしょ。

　実物みたことないけど、スッポンって、亀の進化型みたいなやつでしょ？　たいして丸くなさそうじゃん。なんか口のところウニュッて尖とがってそうだし。




　え、なんで月とスッポンにそこまで怒おこってるかって？




　それを説明するには、この街の女子高事情を話さなくっちゃならない。

　ウチが暮らす街には、女子高が二校ある。

『聖アルテミス女学院』と『私立さざなみ女子高等学校』だ。




　聖アルテミス女学院は、超がつく程ほどのお嬢じよう様さま学校。

　通う生徒の学力、容姿、家いえ柄がら、何もかもがハイグレード。

　ネットオークションで制服はウン百万円で取引されているし、最近じゃ学院の生徒と握あく手しゆすると幸運が舞まい降りるなんて都市伝説もあるらしい。

　もしカノジョが聖アルテミス女学院の生徒ならば、男は間ま違ちがいなく友達に紹しよう介かいしまくり自じ慢まんしまくり。フェイスブックでは交際中を高らかに宣言。ツイッターのアイコンをカノジョとのプリ画像にしちゃったりなんかするだろう。




　一方の『私立さざなみ女子高等学校』は超がつくほどではないけれど、いわゆるバカ学校である。

　高校受験の滑すべり止どめとして選ぶならココ。

　制服がまぁまぁ可愛かわいくて校舎がまぁまぁ新しいっていう『まぁまぁ』な所が売りである学校だ。

　もしカノジョがさざなみ女子高の生徒ならば、よっぽど顔面偏へん差さ値ちが高くない限り、まず友達には紹介しないだろう。もし万が一、友達にバレた時はこう言われるのだ。

「おまえ、女なら何でもいいのかよ!?」って。




　さてここまで話してくれば、もうおわかりでしょう。

　お察しの通り、ウチはさざなみ女子高の生徒である。そしてご想像通りのバカだ。




　頭が悪いのは事実だから、バカである事をバカにされるのは我が慢まんできるんだけど……ウチが我慢できないのは、最近さざなみ女子高についた変な呼び名だ。




　最近できた呼び名……それは『スポ女じよ』。

『月とスッポンでいうと、スッポンのほうの女子高』の略なんだってさ。




　なんでもアルテミスというのは月の守り神の名前で、ネットの掲けい示じ板ばんとかで聖アルテミス女学院のことを『月女』と呼ぶようになり、そこから『スポ女』という言葉も派生したらしい。山やま田だ君から座ざ布ぶ団とんが貰もらえそうなネーミングは瞬またたく間に浸しん透とうして、今では小学生からも「スポ女だ」と指をさされる始末。




　そのあだ名を知った時のショックたるやなかった。

　実は心の中でずっと思ってたんだよね。

　学校名だけは、ウチの学校が聖アルテミス女学院に勝っているって。

　こんな事言ってもヒガミにしか聞こえないかもしれないけど、聖アルテミス女学院ってちょっと厨ちゆう二にっぽいじゃん。

　それに比べて『さざなみ』はなんか真っ当でキレーな感じがする。

　そう思い込むことで、自分の小さなプライドを保っていたというのに、こんな屈くつ辱じよく的てきな思いをするなんて……。




　ということで『月とスッポン』なんて言葉のせいで、ウチが、どんだけ被ひ害がい受けてるかって話ですよ。

　あぁ、できることならタイムスリップして「月とスッポン」って言い始めた奴に説教してやりたい。実際タイムスリップできるなら、もっと有効に活用するだろうけども……。




　とにかくウチはイラついていた。

　なんでもいいから怒いかりをぶつけるターゲットを見つけて、こうやって頭の中で発散しないとおかしくなりそうなくらい、イライラが満タンなのである。







「ちょっと、ふぅちゃん!?」




　名前を呼ばれて我に返ると、いっちゃんは既すでに横断歩道を渡わたり終えてしまっている。

　さっきまで彼女の隣となりを歩いていたはずなのに、脳内でのストレス発散に夢中になってボンヤリしていたようだ。

　いっちゃんの頭上の信号はチカチカと忙せわしなく点灯して、今にも赤に変わりそうである。

「早く、電車きちゃうよ！」

「ゴメン、今いく！」

　そう叫さけびながらウチは猛もうダッシュした。




　スニーカー越ごしに、陽ひを浴びてジリジリと焼けるアスファルトの熱が伝わってくる。

　まだ八時前だってのに、この暑さ。

　既にヘッドホンが蒸むれて耳周りがメッチャ気持ち悪い。

　一刻も早く冷れい房ぼうの効いた場所に行かないと、耳がドロドロに溶とけて、剝むき出しの項うなじが真っ黒に焦こげてしまいそうだ。

　夏休みが終わって大分経たつのに、今年の夏はまだまだ終わりそうにない。




　しかし、急いでいても横断歩道の白い部分だけ踏ふんでしまうのはなんでなんでしょう。昔からの癖くせで無意識についやっちゃってるんだよね。

　いっちゃんも、さっきから無意識にひとつに束ねた太い三つあみを手で触さわり続けている。それは彼女が不安になるとしてしまう癖だ。




　つまりそれだけ時間がギリギリってこと。




「よいしょっと！」

　最後の白縞しまを踏み終えたと同時に信号が変わった。

　ウチの背後を車が走りぬけて、スカートが勢いよくめくれあがる。多分パンツ丸見えだったけど、そんな事は気にしていられない。ウチは走りやすいように頭からヘッドホンを外して首にかけ直した。ほてっていた耳たぶが解放されてすぅと冷やされていく。




　とにかく今はいっちゃんと一いつ緒しよに駅に向かって、全力疾しつ走そうするのみ。

　だって、これ以上いっちゃんに迷めい惑わくかけられない。

　ウチのせいで、彼女は学校に遅ち刻こくしそうになってるんだもん。

　今日しくじったら、今週三回目の遅刻。二人揃そろって生活指導室行きは免まぬかれないだろう。それだけはなんとしても避さけたかった。

　生ぬるい風を切って、地面を蹴けってウチらは走り続ける。




「あと三分で、電車、きちゃう！」

　息を弾はずませて走るいっちゃんは必死に眼鏡めがねを押さえている。ネジが緩ゆるんでいるのか、彼女の黒ぶち眼鏡は気を抜ぬくとすぐにずり落ちてくるのだ。

　でもホントに押さえたほうがいいのは、走る度たびにゆさゆさ揺ゆれるおっぱいだと思う。本人はグラマーな事を気にしているらしく、こんな暑いのにセーターなんて着ちゃっている。ウチからしてみれば、なんて贅ぜい沢たくな悩なやみなんだって感じだけどね。




　そんなこんなで、体育の授業でもみせない本気の猛ダッシュで駅につくと、ちょうどホームに電車が到とう着ちやくしたところだった。

「ギリギリ、間に合ったね！」

　ウチがそう言うと、いっちゃんはコクコクと小刻みに頷うなずいた。

　息がきれてうまく言葉が出てこないみたいである。

「はぁ、助かったぁ」

　あとは改札を通って目の前に停とまっている電車に乗るだけ。

　汗あせびっしょりになって背中に張り付いたシャツを剝はがしてから、ウチは鞄かばんに手を突つっ込んだ。




「あれ？」

　噓うそでしょ!?……あああ、なんてことだ!!

　鞄をいくらまさぐっても、パスケースが見つからない。

「ふうちゃん、早くぅ！」

　さきに改札をくぐったいっちゃんが、ウチの異変に気づいて、アワアワとパニックを起こし出す。

「え、ちょっと待って」

「電車行っちゃうよ!?」

　リレーのバトンを待っている人みたいに体は電車に向けたまま、いっちゃんは「早く、早く」と、何度も手招きをした。

　ウチだって、早く電車に飛び込みたい。クーラーの下に立って全身で風を感じたい。そして、汗あせ臭くさい体に制せい汗かんスプレーを噴ふきかけたい。でも、いくら探してもパスケースが行方ゆくえ不明。指先に触ふれるのは筆箱や、グシャグシャになったプリントばかりだ。

「鞄のポケットは？」

「もう見た！」

「じゃあ教科書の間に挟はさまってるとか？」

「それはない！」

　この鞄の薄うすさ見ればわかるでしょ。

　テスト前でもない限り、教科書は一いつ切さい持ち帰らない主義だ。

　そんなウチを更さらに焦あせらせるように出発を知らせるメロディーがホームに鳴り響ひびく。

「いっちゃん先行って！」

「え、でも」

「いいから行って！」

　改札前にしゃがみこみ、鞄をひっくり返すがパスケースの姿はない。

「また物を失なくしたの!?」と、激げき怒どするお母さんが頭に浮うかんで、嫌いやな汗が体中から吹ふき出す。

「おうちに置いてきちゃったのかな？」

　頭上から声が響き顔をあげる。

　行っていいと言ったのに、いっちゃんが改札の前まで戻もどってきていた。

「ホント大だい丈じよう夫ぶだから！」

「ふうちゃん、ポケット」

「だから鞄はもう見たんだって！」

「じゃなくて、制服の」

「え？」

　言われるがまま、スカートのポケットに手を突っ込むと、指先にパスケースが触れた。

「あ！」

　家を出る前の記き憶おくが急に蘇よみがえる。

　そうだった。

　改札前で鞄を漁あさらなくていいようにスカートのポケットにパスケースを入れたのである。

　ウチの記憶が呼び覚まされた直後、無情にも電車のドアが閉まった。

　周囲から聞こえる失しつ笑しようの声。みんなこう思ってるんだろう。




「やっぱスポ女ってバカだなぁ」




　　　　★☆★☆




「おい八井田、遅刻のこくくらい漢字で書け！」

　丸めた教科書で叩たたかれて、ウチの頭がポンッと鳴った。




　あまりの勢いに、体がガクンと前のめりになってシャーペンが原げん稿こう用よう紙しの上を滑すべる。

　今週三回目の遅刻をしでかしたウチといっちゃんは、予想通り『生活指導室』へと直行になり、こうして反省文を書かされているのだ。

　マスから豪ごう快かいにはみ出た文字を消しゴムでゴシゴシ擦こすりながら、ウチは新しん屋や先生の角かく刈がり頭を睨にらみつける。

「なんだ、その目は！」

　間かん髪はついれずにポンッと二発目が飛んできた。

　慌あわててよけようとしたけど間に合わず、脳天に教科書が直ちよく撃げきする。

　さすが剣けん道どう部の顧こ問もん。

　頭を叩く動きには無む駄だがなく、なかなかサマになっている。

「いちいち頭叩かないでくださいよ！」

「竹刀しないじゃないだけありがたいと思え」

　新屋先生はワルガキみたいな笑えみを浮かべた。

　今はすっかりオジさんだが三十年くらい前は、女子生徒にモテモテだったらしい（本人談）。今だってまだまだ俺はイケてるって思われているみたいですけど、そんな無駄に自信満々な笑顔を向けられてもイラッとくるだけですから。

「もう、痛いなぁ～」

　ウチはワザとらしく頭をさする。

　実はたいして痛くないけど、おおげさに騒さわいで時間稼かせぎをしてやろう。

「これ以上、頭悪くなったらどうしてくれるんですか!?」

「なに言ってんだ今いま更さら、そんなバカみたいな前まえ髪がみして」

　今度はオデコを叩かれ、ウチは「イタッ」と叫さけんだ。今のは結構痛かったんですけど!?

「人が気にしてるコト言うの、やめてもらえます!?」

　オデコをさすると、オンザ眉まゆ毛げになったパッツン前髪が手の甲こうにチクチク触れた。

　昨日の夜、手元が狂くるって間ま違ちがって切りすぎちゃったんだよね。

　ヤバイヤバイと整えていくうちに、ドンドン短くなっちゃって、御ご覧らんの通りの大だい惨さん事じである。

「いいから、さっさと、書いちまえよ、反省文！」

　人の頭でリズムをとりながら、新屋先生は大アクビをする。

「ウチの頭はドラムでも木魚でもないんですけど？」

「遅ち刻こく常習犯に人権はない！」

　そんな阿あ呆ほなと思いながら、殆ほとんど白紙の原稿用紙に溜ため息いきを吐つく。

　ウチが文章書くの苦手だって、新屋先生も知ってるくせに。ていうかさぁ、反省文を強要するってなんかおかしいでしょ。そんな形だけの反省、大人の自己満じゃん。まぁ、遅刻したウチが悪いんですけど!!

「大変だろ、いつもコイツの世話をさせられて」

　心から同情するように、新屋先生はいっちゃんを見やった。

「いえ、そんな」

　口ごもるいっちゃんの原稿用紙は、とっくのとうに埋うまっている。

　ウチのせいで遅刻しているってことは、新屋先生にもお見通しのようだ。

「穀こく倉そう、ちゃんと友達は選んだほうがいいぞ？」

　冗じよう談だんめかして言う彼は、明らかにムッとするウチの反応を楽しんでいる。

　超ちようカチンときてたけど、ウチは聞こえないフリをした。昔のテレビみたいにこれ以上叩かれ続けたら、ホントに頭悪くなりそうだもん。




　ちなみに穀倉というのは、いっちゃんの名字である。

　フルネームは『穀倉伊い月つき』なんだけど、ウチには、その名前がなんかしっくりこない。そのカクカクして強そうな漢字四文字と、おでんのハンペンみたいにフワフワしているいっちゃんがリンクしないのだ。




「……ちゃんと選んでます」

　ちょっと間を置いてから、いっちゃんはボソリと呟つぶやいた。

「選んだうえで、伊月は……ふぅちゃんがいいんです」

[image: ]

　いっちゃんは恥はずかしそうにうつむきながら、三つあみをニギニギと触さわっている。

　そうそう、昔からこういう所がいっちゃんの良いトコなんだよね。

　普ふ段だん人見知りで控ひかえ目だけど、自分の意見はちゃんとビシッと伝えられるんだ。いっちゃんの発言に、新屋先生が意外そうに目を丸くしている。ウチといっちゃん、親友歴何年だと思ってんの？　小学校時代から築き上げたウチらの友情をなめないでもらいたいよ。




「あららぁ、いっちゃんはこう言ってますけどぉ？」

　大人を打ち負かせた気がして、ウチが得意気にほくそ笑んでいると「そうか、そうか」と呟きながら、新屋先生はのそりと腰こしをあげた。

　まさか竹刀で殴なぐられる!?

　身構えたウチをスルーして、新屋先生は部屋の隅すみに置かれた冷蔵庫を開けた。

　中にはギッシリお菓か子しが詰つまっている。




　そういえばこのオジさん、超甘党だったんだっけ。




　少し迷いながら彼が取りだしたのはカップに入った水みず羊よう羹かん二つである。

　足で冷蔵庫の扉とびらを閉めると、新屋先生は「ん」と、いっちゃんに水羊羹を差し出した。ペコリと頭をさげるいっちゃんに続いてウチも手を伸のばす。だが彼は、蓋ふたをこれ見よがしにペリペリと剝はがして大きな口を開けて水羊羹を食べだしやがった。

「え、ウチのは？」

「反省文も書かない奴やつに、俺の菓子はやらん！」

　三口で水羊羹を空にした新屋先生は、ゴミ箱に空になったカップを放ほうる。

　どうやら彼にバスケの才能はなかったらしい。ゴミ箱の端はしに当たって、コロコロとカップが床ゆかを転がっていく。「差別反対」と項うな垂だれるウチの頭を、大きなグローブみたいな手で新屋先生はワシャワシャと撫なでた。




「なんすか急に」

「大事にしろよ、友達を」

　先生の言葉に、ゾゾゾと体中がこそばゆくなって、脳内ＢＧＭが昔むかし懐なつかしい教育番組「さわやか三組」のテーマ曲に変わる。

「どうしたんですか、この♪サンサンサン、太陽の光～♪みたいな展開!!」

「うるさい」と、新屋先生はウチの髪かみ型がたを盛大に崩くずす。

　こっぱずかしいことを言った本人も照れているようで、「いちいちツッコむな」とかゴニャゴニャとなにかを毒づいた後、ウチらにクルリと広い背中を向けた。




　新屋先生が部屋の扉を開くと、生ぬるい廊ろう下かの空気が一気に生活指導室になだれ込んでくる。

　今まで遮しや断だんされていた校内のざわめきと、ペンキと甘ったるい焼き菓が子しの匂においが混ざったものが、ウチらを包みこんだ。




　明日あしたは年に一度の大イベント『さざなみ祭』。

　つまり学園祭なのだ。




　学園祭準備の為ため、今日は午前中で授業は終わり。

　しかも大半のクラスは一限目から授業が、『自習』という名の準備に充あてられている。本当なら今いま頃ごろ、ウチといっちゃんは教室で射的の準備をしているはずだった。こんな具合に今日はお遊びみたいな日なんだから、遅刻も見み逃のがしてくれればいいのに……。




「反省文、できたら机の上に置いとけ。あとそのヘッドホン、学校ではしまっとけ」

　新屋先生は、ウチらを置いて教室を出ていこうとしている。

「え、先生どこ行くんですか？」

「決まってんだろ」

　鼻を搔かくフリをして、先生はダラしなくニヤけた唇くちびるを隠かくしながら言った。

「そろそろＡ組で、クレープの試食ができる頃ころだからな」

　この人、全学年の出し物を把は握あくしてるのか。

　ていうか水羊羹食べたばっかりじゃん。ウチは呆あきれながら、甘党教師を生活指導室から見送る。




　いっちゃんの手助けもあって、ウチが反省文を書き終えたのは、それから二時間後のことだった。




　　　　★☆★☆




　多分一生、ウチはいっちゃんに頭があがらないだろう。




　両手に抱かかえたゴミ袋ぶくろを持ち直しながら、ウチは舌打ちをする。

　反省文を書き終えたウチといっちゃんは遅ち刻こくしてきた罰ばつとしてクラスメイト達から一番面めん倒どうなゴミ出し係に任命されてしまったのだ。

　さっきから教室とゴミ捨て場を何時間も行ったり来たり。

　捨てても捨てても、教室からは看板を作る時に出た段ボールの切れ端やお菓子のゴミがあふれ出てくる。

「ホントごめんね、いっちゃん」

「ううん、誰だれかがやらなきゃいけない事だし」

「でも、ウチらがやらなくたっていいじゃん」




　一年の教室からゴミ捨て場は遠いし、臭くさいし汚よごれるし、そして何より学園祭らしくない。

　ウチだって射的の景品並べたり、教室飾かざり付けしたりしたいのに。




「これ出しちゃえば終わりでしょ、頑がん張ばろう？」

　そう言って微笑ほほえむいっちゃんの顔が眩まぶしすぎて直視できない。

　マイナスイオンとかアルファ波とか体によさそうな物が放たれているのか、心が浄じよう化かされていく気がする。もしや、いっちゃんはマザーテレサかなんかの生まれ変わりか？

「いっちゃんが神すぎて、ウチはつらいよ」

「神様は、こんな変な眼鏡めがねをかけてないと思うけど」

　いっちゃんの眼鏡は鼻の真ん中までずり落ちていたが、両手がゴミ袋で塞ふさがっているので、それを直すこともできない。

　お間ま抜ぬけ度合いが上がったいっちゃんの顔をまじまじ眺ながめていたら、自然と笑いがこみ上げてきた。

「ひど～い、吹ふき出す程ほどおかしくないでしょ？」

「ごめんごめん」




　笑いを堪こらえようとして思わずゴミ袋を抱だきしめると、ムワンと悪あく臭しゆうが顔面に吹きかかって「ウッ」と胃液がこみあげてくる。

　ただでさえ汗あせ臭くさい体がゴミ臭くなるのは勘かん弁べんだ。

　さっき体中に制せい汗かん剤ざいを噴ふきつけたけれど、体がベタベタしてたまらない。

　首にかけているヘッドホンも汗あせにまみれて、ずっしりと重みが増している気がする。

　しかも野球部やテニス部がかく爽さわやかな汗ではなく、登校時のダッシュとゴミ出しによる無意味でなんの生産性もない完全なる無む駄だな汗だ。今すぐ裸はだかになってお風ふ呂ろにダイブしたい。




　一方いっちゃんは、汗ひとつかかずに平然としている。

　セーターまで着こんでいるのに「暑い」とか「しんどい」とか一いつ切さい口にしない。そういえば彼女が脇わきに制汗剤噴きかけている所とかみたことがないかも。それなのに、いっちゃんの体からはどんな時でも仄ほのかに石せつ鹼けんの香かおりがする。




「やっぱり、いっちゃんは月側の人間だよねぇ」

「またその話？」

「だってホントにそう思うんだもん」




　日が暮れ始めて薄うす暗ぐらく色づく廊下には、明日の準備を終えて下校する生徒の姿が溢あふれている。引き笑いをしながら手を叩たたく彼女たちといっちゃんの顔を見比べてから、ウチは言葉を続けた。

「ウチを含ふくめて他ほかのコ達は、みるからにスッポン側って顔してるもん」

「その言い回し、嫌いやがってなかった？」

「自分で言う分には良いの、他人に言われると腹が立つけど！」




　いっちゃんがメチャクチャ頭が良い事に、ウチは小学校の頃から気付いていた。

　算数のドリルや英語の問題集はいつも習ってない先まで解いてあったし、分からないところを聞けば先生達よりずっと分かりやすく解説してくれる。

　でも、彼女は大きなおっぱいと同様に必死に頭が良い事を周りに隠そうとしているのだ。




　理由は簡単。

　いっちゃんは目立つ事が大だい嫌きらいなのだ。




　目立つことを恐おそれて、彼女はすぐウチの後ろに隠れてしまう。

　奇き跡せき的てきに同じ一年Ｃ組になれたから良かったものの、もし別々のクラスになっていたら、いっちゃんは一体どうなっていたんだろう。




「聖アルテミスの制服、いっちゃん似合ってたと思うけどなぁ」

「似合ってても合格できなきゃ意味ないよ」

　実は、いっちゃんは親のススメで聖アルテミス女学院を受験している。

　だけど入試当日に風邪かぜをひいてしまって結果は不合格だったのだ。

「……伊月、あの学校なんか怖こわくて嫌きらい」

「怖い、なんで？」

「ほらちょっと前に事件があったじゃない」

「あぁ」

　いっちゃんが言ってるのは、何年か前に起きた『神かみ隠かくし事件』のことである。

　学院の生徒と教育実習生が何十人も突とつ然ぜん姿を消したとかで、当時は結構ニュースになっていたのだ。

　そして皮肉なことに、この事件のおかげで聖アルテミス女学院は超ちようお嬢じよう様さま学校として全国的に有名になったのである。

「たしか殆ほとんどの生徒が数カ月後に見つかったんだよね」

「でも、みんな失しつ踪そう中の記き憶おくがないんだよ……そんなの怖すぎるでしょ」

「だから受験の時、仮け病びよう使ったんでしょ～？」




　ウチは前々から受験当日のいっちゃんの風邪は仮病なんじゃないかと睨にらんでいた。

　だって聖アルテミス女学院の制服なんて着てたら、街中の注目の的。いくら眼鏡やセーターで身体からだを隠した所でめちゃくちゃ目立っちゃうもんね。




「本当に風邪ひいちゃったんだってば」

「噓うそだぁ、誰にも言わないからホントの事教えてよ！　ねっ、ねっ？」

「……早くゴミ出さないと、下校時間過ぎちゃうよ」

　いっちゃんは話を切り上げて、足早に廊ろう下かを進んでいく。

　話をはぐらかされてメッチャ不満だけど仕方なく、ウチは彼女の後ろに続いた。

　しかし頭悪いのを隠かくすなら分かるけど、良いのを隠すなんてヘンテコで贅ぜい沢たくな話だよ。ウチなんて偏へん差さ値ち的てきに『さざなみ女子高』一択たくだったっていうのに、まったく。




　　　　☆★☆★




　ゴミ置き場に到とう着ちやくした時、キーンコーンカーンコーンと、校内にチャイムが鳴り響ひびいた。それは下校時間を知らせる合図である。





バカ学校あるあるその１。




学校と周辺の住民との折り合いがメチャクチャ悪い。






　騒さわがしいとか横並びになって歩道を塞ぐとかゴミをポイ捨てするとか……。

　あらゆるイチャモンをつけてくる住民との約束で、午後七時までには生徒は全員下校しなくてはいけないのである。

　だがそんな約束を守れるほど、ウチらはお利口さんではない。





バカ学校あるあるその２。




生徒が時間にメチャクチャルーズ。






　当然の結果だけど、下校時間を守らない生徒が続出したことで、住民から非難ごうごうだったそうだ。困り果てた先生たちは、六時四十五分、六時半、六時と下校時間を繰くり上げるという対策をとった。

　遅ち刻こく常習犯にちょっと早めの待ち合わせ時間を教える的な発想だよね。

　それでも下校時間を守れない奴やつらは大勢いて、年々時間は早くなっていった。現在では、生徒の下校時間は五時半までに繰り上がってしまっている。




　小学生の門限みたいな下校時間を、普ふ段だんは誰だれも守っていない。

　だがそれは学園祭前ともなれば別だ。





バカ学校あるあるその３。




イベントごとは、メッチャ張り切る。






　住民のせいで『さざなみ祭』が中止になったら、たまったもんじゃない。

　そんな暗あん黙もくのルールで生徒たちは学園祭前になると急にお利口さんになって五時半きっかりに皆みな下校するのである。




　だからだろうか、まだ日が沈しずみ切っていないのに校内は、さっきまでの騒がしさが噓のように静まり返っていた。

　統一感のない飾かざり付けで溢あふれたガランとした校舎は、閉園間近の遊園地みたいで、物悲しい。何カ月も準備してきたのに、たった二日で終わっちゃう感じも、なんだか儚はかない。学園祭が終わったら、夏服期間が終わって再び冬服の季節がやってくる。なんか毎日があっという間に過ぎていってちょっと怖くすら感じてしまう。

　新屋先生に聞かれたら、きっと「それが青春っていうやつだ」とか言われちゃうんだと思う。




　……まぁ、ここまで色々と言ってきましたが。

　ぶっちゃけた話、ウチは全然楽しみじゃないけどね、さざなみ祭。




「どっりゃ！」

　腹の底から怒いかりが急にこみ上げてきて、ウチは力任せにゴミ袋ぶくろを回収ＢＯＸへと投げ込んだ。

「ふうちゃん、また思い出し怒いかり？」

　隣となりにいるいっちゃんは動じることなく、袋ふくろからゴミを取り出しては丁てい寧ねいに分別している。そんな面めん倒どうなことはしたくないので、ウチは次々とゴミ袋をＢＯＸの中に投げ込んでいった。次し第だいに投げることが楽しくなって、既すでに積まれているやつも手に持ってＢＯＸに叩たたきつける。

　グチャッ、ベチャッ。

　歪ゆがんでつぶれる袋を見ていると、なんだか気分が良かった。




「クソババァめ」

　ゴミ袋を投げる時に思わず口から漏もれた言葉を、いっちゃんは聞き逃のがさなかった。

「お母さんのこと、クソババァなんて言っちゃ駄だ目めだよ」

「だって最近ウチがツイてないのって全部アイツのせいだもん」

「アイツじゃなくて、ふうちゃんが課金しすぎたせいでしょ」




　いっちゃんのツッコミに、なにも反論できない。

　たしかにそう。一番悪いのはスマホゲームに課金しまくってしまったウチだ。その事について言い訳するつもりはない。

　でもさ、スマホ画面叩き割った挙句に「携けい帯たいはまだアンタには早すぎる」って没ぼつ収しゆうするってどうなのよ。

　このご時世、スマホは必要不可欠なライフラインだ。

　おおげさって思うかもしれないけど、スマホがないせいで最近ウチは散々な目にばっかりあっている。





①　目覚ましアラームが使えないから寝ね坊ぼうする。

②　寝坊した事を待ち合わせ場所にいるいっちゃんに伝えられない。

③　ラインができないからクラスの事情に疎うとくなる。

④　電車が遅ち延えんしてることも、電車のルートも調べられない。

⑤　遅刻のこくを調べられずに、新屋先生に殴なぐられる。

⑥　反省文の文章をサクッと検けん索さくして丸パクリできない。

⑦　やることがなくて暇ひますぎて前まえ髪がみ切りすぎる。

⑧　お気に入りのマーティンのヘッドホンの使い道がない。

⑨　イライラがたまりすぎて月とスッポンという言葉に、よくわからない怒りを覚えてしまう。






　ほらザッとあげただけでも、スマホがないだけで、これだけの弊へい害がいがあるのだ。

　それなのに、クソババァはスマホ禁止に加えて、外出禁止・お小こ遣づかい停止までを命じてきて、ウチから生きる全すべての楽しみを奪うばいやがったのだ。

　だから明日あしたの学園祭では自由に飲み食いもできないしスマホで思い出の写メを撮とることもできない。体育館で、ナントカっていうアイドルがライブやるらしいけど、そのナントカがなんなのか調べる術すべも、いまのウチにはない。

　翼つばさを奪われて籠かごに閉じ込められたうえに、目の前でフライドチキンを食べられる鳥みたいな気分ですよ。こんな状態で、せっかくの学園祭を楽しめるはずがないのだ。




「明日ちょっとならお金貸すよ？」

　ウチの心を見み透すかすように、いっちゃんが眼鏡めがねの位置を直しながら言った。

「いいよ、いつ返せるか分からないし」

　一度借りてしまったら、ずるずるといっちゃんに甘えちゃうに決まっている。

　ウチは近くに置かれたゴミ袋を手にとって、思い切り振ふり被かぶりながら叫さけんだ。

「あぁ毎日ムカつく事ばっかだわ！」

　勢いよく飛んだそれは、積みあがったゴミの山に命中。そのまま雪崩なだれを起こした。崩くずれたその間から現れたものに、ウチは目を奪われたのである。

「なんだ、これ？」




　それは一枚の油絵だった。

　特別上手でも下手へたでもないから美術部の作品かもしれない。

　キャンバスの中には青々と茂しげった田んぼと真っ赤な火が荒あら々あらしく豪ごう快かいに描えがかれていた。絵全体に埃ほこりが被っており、なんだか年季が入っている。




「……変な絵だね」

「うん、なんか不気味」

　何故なぜか目を離はなす事ができず、ウチといっちゃんがしばらくその奇き妙みような絵を眺ながめ続けている時だった。
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「面おも白しろいですね、それ」




　急に話しかけられて振り返ると、そこには男の人が立っていた。

　格好からして多分先生なんだと思う。

　長身で細身の体にタイトなスリーピースのスーツをきっちりと合わせている。新屋先生や他の先生たちが着ているものとは違ちがいヨレやかた崩れは一いつ切さいない。多分オーダーメイドなんだろう。長い手足にスーツが完全にフィットしている。

　そしてちょっと隣に並びたくないって思うほど、色が白くてビビる。眼鏡のフレームの奥には涼すずしげな切れ長な瞳ひとみが夕日を映して輝かがやいていた。

　こういうのがイケてる先生って言うんだよって新屋先生に教えてやりたい。

　こんな先生が学校にいたのに気付かなかったなんて半年間損してたなって思うレベルのカッコよさである。




「ホント変な絵ですよねぇ」

　イケメンとの会話に舞まい上がって、思わず声が上ずる。

　すると、その人はクックックッと喉のどを鳴らしながらスラリとした首を横に振った。




「違います、それですよ」




　そう言って、彼は白い手て袋ぶくろで包まれていた指をウチに向けた。

「……ヘッドホンの事、言ってるんじゃない？」

　隣にいたいっちゃんに耳打ちされて、慌あわててヘッドホンを外して背中に隠かくした。

　さっき新屋先生に注意されていた事をすっかり忘れていた。

　宝の持ち腐ぐされだと散々周囲から文句言われながら買ってもらったマーティンのヘッドホン。これだけは絶対没収されたくなかったのだ。

「別に取り上げようっていう訳じゃありませんよ」

　長い前髪をかき上げる彼の声は低いのに、どこか柔やわらかい。

「コードがどこにも繫つながっていないのが面白かっただけです」




「あぁ」と、一安心してからウチはヘッドホンを首に戻もどした。

「今スマホを親に取り上げられちゃって繫げるものがないんです。でも、毎日このスタイルで登校してたんで、つい癖くせで」

　つけたところで音楽もなにも聴きけないし汗あせでベタベタしてるけど、やっぱりこのスタイルが一番しっくりくるし落ちつくんだよね。

　眼鏡と一いつ緒しよで、もはや体の一部って感じだ。




「そうですか、謎なぞがひとつ解けました」




　この人、笑うとグッと子供っぽくなるんだな。思わずコッチまで顔が緩ゆるむ。イケメンに微笑ほほえまれて嬉うれしくない女なんていないよね。

「そんな謎だなんて」と、ニヤつくウチに、先生はペコリとお辞じ儀ぎをした。この学校にこんな礼れい儀ぎ正ただしく上品な人がいたなんて感動である。

「謎が解けたおかげでスッキリしましたよ」

　先生はおもむろにスーツのボタンをひとつひとつゆっくりと外し始めた。

　その手つきがなんか色っぽくて、ウチは一人で勝手にドキドキしてしまう。いっちゃんも同じ気持ちだったのか、先生から目を逸そらすように俯うつむいている。

「何か私もお礼をしなくてはいけませんね」

「お礼なんて、おおげさですよ」

　形だけ断りのポーズをしながら、ウチは内心「お礼ってなんだろ」って少し期待してしまっていた。

　男の人からプレゼント貰もらうなんて人生初だし。その初めてが、こんなイケメンからならちょっとテンションあがるなぁ……。

　そんなことを考えているうちに、先生は最後のボタンを外して、ピラリと背広を翻ひるがえした。




「では、私もひとつアナタ達に謎をプレゼントしましょう」




　めくれ上がった背広の下にあったのは、黒い革かわ製せいのガンホルダーだった。

　学園祭の出し物に使うんだろうか。にしては結構本格的なデザイン。

　ちょっと力が入りすぎてるし、ワザとらしく見せびらかしてくるって事は話題として触ふれてほしいってサインでしょ。

　その自じ慢まんしたくてたまらない感じは大分減点だけど、カッコイイから許そう。ウチはさも今気付いたように「あ」とガンホルダーを指さした。

「ウチのクラスも射的やるんですよ、先生のクラスは何を」




　バシュッ！
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　ウチの言葉を遮さえぎる様に、おかしな銃じゆう声せいが鼓こ膜まくを揺ゆらす。

「え？」

　先生は素す早ばやく拳けん銃じゆうを抜ぬきとり、絵画を撃うち抜ぬいたのだ。

　聞いたこともない破は裂れつ音にうまく反応することができない。

　啞あ然ぜんとするウチらを無視して、先生は引き金を引き続ける。

　銃じゆう口こうから発射されるレーザーのようなものが、キャンバスを横一文字に焼き焦こがしていく。







　内心完全ビビってたけど、ウチは無理やり笑いながら尋たずねた。

「すごいリアルな銃じゆうですねぇ。カッコイイよね、いっちゃん！」

　話を振ふられてドギマギしながら、いっちゃんは「そう、かもね」と煮にえ切らない変な返事をした。だが先生は頑かたくなに口を閉とざしたままである。

「あの、先生？」

　再度尋ねると、先生はキャンバスから目を離はなさぬまま、薄うすい唇くちびるを緩ませてから言った。




「さて問題。誰だれにでも平等に訪おとずれるコレ、なぁ～んだ」

　急にナゾナゾを出されて、こっちは完全置いてきぼりである。

「なんですか急に」

「……誰にでも平等に訪れるコレ、なぁ～んだ」

　先生は問いには答えず、さっきと全く同じトーンでウチらに問いかけてきた。唯ゆい一いつ違ちがうところといえば、先生が銃口をウチらに向けているということである。




　ドッドッドッドッ……。

　心臓が脈打ち、体が無意識に震ふるえだす。

　ウチの腕うでにしがみついている、いっちゃんの手にも力が入り「なんか、怖こわいよ……ふうちゃん」と、今にも泣き出しそうだ。

　え、この状じよう況きようどういうこと？　この人、先生じゃないの？　じゃあ一体誰なの？　え、ヤバいんだけど？　頭ン中が「？」マークで埋うめ尽つくされていく。




「答え、分かりませんか？」

「ていうか、全すべてにおいて意味不明なんですけど」

　引き金に指を掛かけたままの男に、ウチは精せい一いつ杯ぱい強がってみせる。弱い部分を見せた途と端たん、一気に食い殺されそうな、そんな殺気が周囲には漂ただよっていた。




「……そうですか」

　男は残念そうに首を振って、再び前まえ髪がみをかき上げた。

　さっきまで夕日を映して輝かがやいていた彼の瞳ひとみは狂きよう気きに染まり、ウチの心臓は更さらに速く脈打っていく。息苦しくて何度も唾つばを飲み込みながら、頭の奥で、自分が危機的状況にあるという事だけをヤケに冷静に感じていた。




「残念ながら、君たちはアンラッキーガールのようだ」




　バシュッ、バシュッ！




　男が引き金をひいたと同時に、ウチはいっちゃんの手を引っ張り駆かけだしていた。

　放たれた銃じゆう弾だんがウチの二の腕をジュッと焦がす。

「うっ！」

　今まで感じたことのない痛みに思わず蹲うずくまりそうになったけど、ここで立ち止まるわけにはいかない。ズッキンズッキンと熱を発して疼うずく傷口を押さえながら、とにかく助けを求めて校舎へと走った。




「誰か、助けてぇぇ!!」




　必死に叫さけぶも誰からも応答がない。

　隣となりのいっちゃんも何かを叫んでいるが、涙なみだにまみれて嗚お咽えつを漏もらす彼女の声は不ふ明めい瞭りようだ。人が残っているとすれば先生たちだけど、職員室は校舎の二階にある。そこまで走るよりも、このまま中庭を突つっ切って校門を目指して走ったほうがいいかもしれない。

「とにかく外に出て助けを呼ぼう！」

　ウチの言葉に、顔を涙でグシャグシャにしたいっちゃんが「うん」と声を震わせる。誰でも良いから早く誰かに助けてもらわないと、あのヘンタイ男に撃ち殺されてしまう！




「どうして逃にげるんですか？」

　背後を追ってくる男は威い嚇かくするように銃を乱射しながら、ウチらに語りかけてくる。

「逃げずに、私の問いに答えてくださいよ」

　急に距きよ離りをつめることなく、じわじわと男はこちらに迫せまってくる。

「……そうやってこれからも人生から逃げていくんですか？」

　何急に人生とか言いだしてんのってツッコみたいけど、今のウチにそんな余よ裕ゆうはない。




　中庭を通り越こせば、すぐ校門だ。そこまで走ることに全神経を集中させていた。




「……アナタ達はゲームに参加するまでもなく、腐くさった卵のようですね」

　背中越ごしに聞こえる声が、途端に小さくなる。




　振り返ると男はその場に立ち止まり、ウチらを追いかけるのをやめていた。もしかして捕つかまえるのを諦あきらめてくれたのかもと、ちょっとだけ気が緩ゆるんだ時である。

「え、なにあれ!?」

　いっちゃんが悲鳴をあげ、細い指で校門の方を指差す。

　促うながされるまま、目を凝こらすと校門の前には数十人の若い男が揃そろいの黒い制服を着て、ズラリと並んでいる。その手には背後の男と同じ拳銃が握にぎられていた。

「挟はさみ討うち?!……」

　逃げ場を失ったウチとふうちゃんは寄り添そい、その場に蹲った。

「どうしよ、ふうちゃん」

　いっちゃんは、震えながらウチの首に手をまわしてしがみついている。

　背中に垂れる彼女の太い三つあみを撫なでながら、ウチは「ごめんね、ごめんね」を繰くり返した。

　こんな事になったのはウチのせいだ。

　ウチが課金しすぎなければ、ウチが遅ち刻こくしなければ、ウチが反省文書かされなければ、ウチがゴミ出し係にならなければ……。

　沢たく山さんの『なければ』が重なって、ウチの背中に伸のしかかった。




「おやおや、もう降参ですか」

　さっきの男が、ウチの切りすぎた前髪に銃じゆう口こうをつきつける。

　先ほどまでレーザーが連射されていたソレは熱を帯びていて、ウチのオデコに鈍にぶい痛みが走った。顔をゆがませるウチを面おも白しろおかしそうに見やってから、男は唇を開く。

「……さぁ、問題です。誰にでも平等に訪れるコレ、なぁ～んだ」

　最後のチャンスを与あたえられたんだろうが、ウチといっちゃんには答えがサッパリ分からない。何も答えられないウチらを心の底から侮ぶ辱じよくするように息を吐はき出す。

　ナゾナゾに答えられない罰ばつとでもいうように、男がゆっくりと引き金に指を掛けた。




　バシュッ、バシュッ、バシュッ！




　……あぁ、死ぬのって呆あつ気けない。三発も頭に撃うち込まれたのに死ぬ時って全然痛みって感じないのね。

　女子高生惨ざん殺さつみたいなテロップと一いつ緒しよに、ウチといっちゃんのことがニュースで流れたりするんだろうな。

　使われる写真は二人で撮とった異様に目がデカいプリクラ？

　それとも中学の卒アル？

　卒アルは嫌いやだな。撮さつ影えい当日、鼻の下にデッカいニキビできちゃって最悪な顔してんだもん。




　……てっ、あれ？　なんかおかしい。死んだら何も感じないはずでしょ。

　なら、どうしてまだ押し付けられたいっちゃんのおっぱいの感かん触しよくがあるの？

　もしかしてウチ、まだ生きてる??




「前言撤てつ回かいします。アナタ方は、ラッキーガールだったようですね」




　パッと瞳を開けると、表情ひとつ変えずに男はウチらを見やっていた。

　先ほどと違ちがう点は二つ。オデコに押し付けられていたはずの銃じゆうが地面に転がっていること。そして、その銃を握っていた男の右手に着けられた白しろ手て袋ぶくろは真っ赤な血に染まり、それがポタンポタンと地面に滴したたっていることだ。




　一体どういうことなの、マジで誰だれでも良いから教えてよ。

　そう心の底から願った時だった。







「やっと見つけた、田た篠しの先生」







　どこからともなく少女の声が響ひびいた。

　周囲を見回すもその姿はどこにも確かく認にんできない。タイミングよく喋しやべり出したくせに、声の主はウチの疑問に答えてくれる気は一いつ切さいないようだ。むしろ新たな謎なぞをウチらにバンバンと吹ふっ掛かけてきている。

　姿を現さない少女の、一切の擦かすれがない鈴すずの音のような澄すんだ声は、尚なおも頭上から降り注いでいた。




「さぁ私たちと遊びましょう？」




　バシュッ、バシュッ、バシュッ[image: !!!]




　次の瞬しゆん間かん、数え切れないほどの銃じゆう声せいが辺り一帯に轟とどろき渡わたった。

　思わずいっちゃんにしがみつき、銃じゆう撃げきを避さける為ために、その場に倒たおれこむ。




　バシュッ、バシュッ、バシュッ[image: !!!]




　あまりの恐きよう怖ふに地面にしがみついていたウチらだったが、すぐにその銃声がこちらに向けられたものでないと気付いた。

「え？」

　顔をあげた時、一体なにが起こっているのかサッパリ分からなかった。

　どこからともなく現れた黒スーツの男二人が、校門に並ぶ男たちに次々と銃じゆう弾だんを撃ち込んでいたのである。

　圧あつ倒とう的てきに人数は不利だっていうのに、どこに銃弾を撃ち込まれるのか分かっているかのようにスーツの二人組は素す早ばやく身をかわす。

　一人は背の高いオールバック。もう一人は背の低いチャパツ短たん髪ぱつだ。

　華か麗れいなステップを踏ふむ男たちは二手に分かれたかと思うと、双そう方ほうから制服の大軍を銃撃していった。チャパツのほうが敵を欺あざむき、オールバックが的確に敵を射ぬいていく。ウチが、その姿に見み惚とれているうちに、あっという間に大軍を打ち倒していった。

「動くな」

　オールバックのほうが、自らの銃口を『田篠』と呼ばれた男に向けた。

「やれやれ」と、顔色を変えずに田篠は両手をあげて降参のポーズをとる。




「随ずい分ぶん派手にやってくれましたね……悪いコは嫌きらいですよ」

　田篠は、ウチらが先ほどまでいたゴミ置き場を見やる。

　視線を追っていくと、そこにはツインテールの少女が佇たたずんでいた。




　彼女はゴミ捨て場に置かれていた田んぼと火の描えがかれたキャンバスを抱かかえて一歩一歩こちらへと近づいてくる。彼女の二つの瞳ひとみには田篠だけが映り、それは怒いかりでぬらぬらと揺ゆれていた。何も事情は知らないけれど、彼女が田篠を心の底から憎にくんでいる事だけはハッキリと伝わってくる。

「……あの、制服」

　少女の出いで立ちに、思わず声が漏もれてしまった。

　だってツインテールの少女が着ているのは聖アルテミス女学院の制服だったから。月女の生徒が、どうしてウチの学校をウロチョロしているのか……。

　その場違い感を例えるならば、海水浴にスキーウェアを着ていくような、海かい鮮せん丼どんにチョコレートソースをかけるような。

　とにかく、とんでもなく異様な光景なのである。




「誰にでも平等に訪おとずれるコレ、なんだ……ですっけ？」

　薔ば薇らみたいに鮮あざやかな赤色のネクタイを胸むな元もとで揺らしながら、少女は田篠へと一直線に向かってくる。まるで、見えない糸か何かで繫つながれているように彼女の動きには一切無む駄だがない。
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「随分と幼よう稚ちなナゾナゾを出すようになったのね」

　少女は太ももに着けたガンホルダーから、拳けん銃じゆうを取り出しながら乾かわいた笑い声をあげる。驚おどろくほど華きや奢しやな体から、どうしてそんな大きな声がでるんだろう。校舎に響き渡る彼女の声は憎しみに満ちていて、聞いているこっちの胸が締しめ付けられるようだった。




「絵に誤ご魔ま化かされずに考えればアナタたちにも分かるよ」

　突とつ然ぜん話を振ふられてビクッと身構えるウチに、少女は少しだけ声を和やわらげた。

「言葉の響きだけに注目して……田と火の上に横線を引けば何になるか」

「田と火？」

「そう。『タ』と『ヒ』」

　少女は挑ちよう発はつするようにウチらに視線をぶつけながら、言葉を続けた。

「タとヒの上に横線を引けば何になる？」




　タとヒの上に横線？

　なにがなんだかサッパリ分からなくて髪かみの毛をかきむしるウチの横で、いっちゃんが自信なげにボソリと呟つぶやいた。




「……死？」




　少女は嬉うれしそうに薄うす紅べに色いろの唇くちびるを緩ゆるめる。

「はい、よくできました♪」

　日が沈しずんで薄うす暗ぐらくなった中庭を、夏風が颯さつ爽そうと駆かけ抜ぬけていく。

　少女のツインテールとスカートがはためき、ツルンとした頰ほおに一筋の汗あせが流れていった。




「たしかに誰にでも平等に訪れるみたいだね、死ってやつは？」

　そう言って、少女は銃じゆう口こうを田篠のオデコに押し付けた。































「ずっとずっと待ってた、この瞬間を」




　銃口で何度もオデコを小こ突づかれ、田篠の眼鏡めがねが地面へと落下していった。

　空高くあげた彼の両手は白色と赤色。

　右手が赤いのは、さっき撃うたれた時にできた傷のせいだ。いつの間にか出血は止まったようだが、燻くすぶった赤色の手て袋ぶくろを見ているだけで、こっちまでズキズキと手が痛くなりそうだった。

「そのまま跪ひざまずきなさい」

　田篠は素す直なおに従い、静かに地面に膝ひざをついた。




　空気の読めないウチの脳みそが興奮気味に訴うつたえてくる。

　これって、よく映画である展開のやつじゃんって。

　お母さんが好きな海外の俳優……へそピみたいな名前の略され方してる人。

　名前思いだせないけど、その人が刑けい事じの役やってる映画でこんな風に犯人に銃をつきつけるシーンがあった気がする。

　あの映画だと結局主人公は犯人を撃つんだっけ、撃たないんだっけ？




「日本中の学校を転々と動き回っていたみたいね」

　ウチがバカみたいな自問自答を繰くり返している間にも、少女は会話を続けていく。

　彼女の問いに田篠は、ヤケに聞き心地ごこちの好よい低い声を響ひびかせた。

「えぇ、それが仕事ですから」

　されるがままになっている男は死がすぐそこまで忍しのび寄ってきているのに表情ひとつ変えない。一方、少女は怒いかりを抑おさえきれないように薄うすい肩かたを上下に動かしながら、顔を歪ゆがめている。

「仕事なんて言葉で、自分の行いを正当化してんじゃないよ！」

　そう言って彼女は、地面に落ちた田篠の眼鏡を思い切り踏ふみつぶした。

　パリンと微かすかな音を立てて、レンズは呆あつ気けないくらい簡単に粉々に砕くだけて散る。

　無残に曲がったフレームを彼女は感情のまま蹴けり飛ばし、それは田篠の膝にコツンとぶつかった。




「仕事は仕事ですよ」

　さっきと殆ほとんど同じトーンで田篠は言葉を放つ。

「……そうだね、アナタに何を喋しやべったところで無駄だったね」




　引き金に掛かけられた少女の指に、今にも力が込められそうだ。

　あまりの緊きん迫ぱく感かんと恐きよう怖ふに、いっちゃんは目を背そむけてウチにしがみ付き続けている。

　震ふるえる彼女の肩を抱だきながら、目を逸そらす選せん択たくさえすることができないウチは、二人のやりとりをアホ面づらで眺ながめることしかできなかった。




　薄暗くなった空の向こうで悪あがきするみたいに濁にごったオレンジ色をした夕光が夜にしがみ付いている。そんな夕日を押し倒たおすように夜は全すべてを吞のみこみ、あんなに綺き麗れいだった夕日を隠かくしてしまう。

「ねぇ命いのち乞ごいのひとつでもしてみたら？」

　田篠を弄もてあそび続ける少女を、黒スーツの二人は黙だまって見守っていた。

　ツインテールの子に田篠、スーツ二人組、ついでにいっちゃん。

　みんなこんな蒸むし暑いのに平気で長なが袖そでのもの着こんじゃって、半はん袖そでのウチが逆に浮ういてしまっている。




　なんだか今まで当たり前に思っていたものまでも気味悪く感じてしまう。気付かぬうちにおかしな世界に巻き込まれてしまったんだろうか。

　どうせ巻き込まれるならイケメンだらけの逆ハーレムとか、突とつ然ぜんどっかの王国の王子様に猛もうアタックされるみたいな、そんなやつ希望だよ！




　現実逃とう避ひするようにまたくだらない事を考えていたら、田篠が突然喉のどの奥を震わせて不気味に笑いだした。

　殺されそうになって頭がおかしくなったんだろうか。少女はキッと目をつり上げて、銃を持っていないほうの手で男の胸むな倉ぐらをつかんだ。

「なにがおかしいの!?」

　笑いがおさまらないというように田篠は身をよじる。彼のスーツが歪み、細い腰こしを中心にシワがよっていく。

「笑うな！」

　少女が怒ど鳴なりつけると、やっと男の笑い声は止まった。そして彼は口角をつり上げて噓うそくさい笑えみを顔に張り付けてから言った。




「私の脳のう漿しようを破は壊かいしても、あなたの願いは叶かないませんよ」




　その言葉に、少女はピクリと反応する。

「取り戻もどしたいんでしょう、一いち蓮れん托たく生しようの友を」

　垂らした釣つり糸に引っ掛かった獲え物ものを逃にがしはしまいと、そこから田篠は一気にまくしたてた。

「それとも、もう友の事は忘れて、復ふく讐しゆうだ弔とむらいだなどに現うつつを抜ぬかして正義のヒーローごっこを続けているだけなのですか？」

「黙れ！」

　そう吠ほえると同時に、少女は田篠の胸を蹴り飛ばした。

「花はな！」

　今まで黙っていたオールバックの男が、ピシャリと少女を制す。

　我に返ったように彼女はフゥーと深く息を吐はき出して「ごめん」とボソリと呟つぶやいた。




　オールバックの男は、少女の事を「花」と呼んだ。

　きっと彼女の名前なんだろう。

　なんか思ったより古風で可愛かわいらしい感じ。風って名前のウチが言えたことじゃないけど。




　蹴り飛ばされた田篠は、糸が切れたマリオネットみたいにグッタリと仰あお向むけで倒れている。彼は、その体勢のまま再び喋り出した。

「新しいゲームを始めませんか？」

「……ゲーム？」

　苦々しく顔を歪めた花に、田篠は言葉を続けた。

「高度育成プロジェクトに参加した少女たちがゴマンといる。そしてほんの一ひと握にぎりですが、黄金卵に選ばれた少女も確かに存在しているってことです……まぁ、とっくのとうにアナタはご存じのことですよね？」

　少女は黙もくしたまま男の話に耳を傾かたむけている。

　高度育成プロジェクト？　黄金卵？

「いっちゃん、話の意味分かる？」

　ウチの胸の中でブンブンと、いっちゃんは首を横にふった。

　だよね、正直意味不明。謎なぞの言葉の羅ら列れつに、ウチらはすでに会話から置いてきぼりになっていた。

「いくら優ゆう秀しゆうな人材だろうと一堂に集つどえば必ず順位が生まれる……その頂点から見下ろす景色はさぞ素す晴ばらしいんでしょうね」

「……また私たちを争わせようっていうの？」

　彼女の声が微かに震えているように聞こえた。

　それに酔よいしれるようにクックックと喉を鳴らしながら「さすが察しが良い、金きん田だ一いち耕こう助すけのようですね」と田篠は起き上がり髪かみをかきあげる。

「そんな誘さそいに乗ると思う？」

「ええ、乗るでしょうね」

　血ち塗ぬられた右手で前まえ髪がみに触ふれたせいで、田篠の額はベッタリと赤く染まっていた。

「人々を打ち負かして頂点にたった暁あかつきには、どんな願いもひとつ叶えられるのですから」

「願い？」

「えぇ……あなたが望む事なら、なんでも」




　田篠の瞳ひとみが突然こちらに流れて、ウチの目線と重なった。

「君たちも参加するといい」

　鋭するどく冷ややかな視線を浴びて、全身に鳥とり肌はだが立ってブルリと震えた。

「望みは限りなく薄うすいが……運が良ければ願いが叶うかもしれない」

　突然話しかけられて「はい？」と問い返す。

　だが視線はすぐにウチから外れて花の方に向き直された。ビビりすぎたいっちゃんの両りよう腕うでに更さらに力が入り、息苦しくなったウチは「ギブギブ」と、その手をタップする。




「腐くさった卵が黄金卵に勝まさるならば、それはそれでエキサイティングですから」

「……そんな話信じられる訳ない」

　少女は俯うつむき、唇くちびるを嚙かみしめている。

「このチャンスにかける他ほかに、願いを叶える術すべがあなたにあるのですか？」

　黙している彼女に田篠は「沈ちん黙もくこそ答えですね」と目を細めた。

　なんてことだろう。

　銃じゆうをつきつけられているにもかかわらず、田篠と少女の立場がいつの間にか逆転してしまっている。




「……前のプロジェクトが『就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』ならば、今回はさしずめ『黄金卵の生ロワ存イヤ闘ルゲ争ーム』ってところでしょうかね」




　周囲は完全に夜の闇やみに包まれて、空には月が浮うかんでいる。

　殆ほとんどまんまるだけど、ほんの少し欠けた満月の成り損そこない。

　その成り損ないが、スッポンのウチらを小こ馬ば鹿かにするように青白い光を放っている。




「前のゲームよりずっと簡単ですよ。あなた達がこれから戦う少女達はたった十名です」




　そう言って田篠はすっと指を上空に伸のばす。

　彼が指さす屋上には、月明かりに照らされた少女の人ひと影かげが十体。

　影になって、それぞれの顔はよく分からないけれど、そのシルエットからウチらと同じくらいの年ねん齢れいだってことが分かる。夜風でスカートをヒラヒラ揺ゆらしながら、少女達はウチらを見下ろしていた。




「どうする……ゲームに参加するのか、それとも私の頭を吹ふき飛ばすのか？」




　花は言葉にならない唸うなり声をあげて眉まゆをひそめる。

　そして彼女は男に屈くつするように静かに銃を持った右手をダランとおろした。

　田篠は満足げにほくそ笑み、白しろ手て袋ぶくろで包まれた両手を叩たたき合わせる。

　両方の手袋の色が赤く変わっていく。




「さぁ、ゲームのスタートです。始まりの合図はそうだな……」

　再び、彼の視線がウチと重なる。

　田篠は獲物を見つけたように一度舌した舐なめずりしてから血に染まった右手をウチらに向けた。

「とりあえず、あの二人を眠ねむらせてもらいましょうか？」




「え、え、え？」

　ウチが間ま抜ぬけな声をだした瞬しゆん間かん、花と呼ばれる少女が再び銃を構える。その銃じゆう口こうは明らかにウチといっちゃんに狙ねらいを定めていた。

　……噓うそでしょ。

　いくらバカでも今が絶体絶命ってことくらい理解できる。




「は、ちょっと待っ」

　ウチが全すべてを言い終わらぬうちに、少女は引き金に指をかけて力を込めた。




　バシュッ、バシュッ、バシュッ!!




　お腹なかが燃えるように熱くなり、激痛が全身に広がっていく。

「！！！！！！」

　今まで味わったことのない痛みが幾いく度どとなく容よう赦しやなく襲おそいかかる。

「うっっ……」

　ウチと同じようにお腹を撃うたれたいっちゃんの体がビクッビクッと痙けい攣れんして涙なみだで顔全体がビショビショに濡ぬれていた。ウチらは痛みを分かちあうように互たがいの体を抱だきしめあうことしかできない。




　痛い時って痛いとすら叫さけべないんだね。

「あ、がっ」とか「ぐは」とか勝手に変な声が漏もれてしまう。ウチがもがく度たびに、ヘッドホンから垂れるコードが地面の上でカタカタ音を立てた。

　薄れる記き憶おくの中、こちらを見やる花とかいうクソ女のことを睨にらみつけた。

　彼女は何事もなかったかのように太もものガンホルダーに拳けん銃じゆうをしまっている。

「大だい丈じよう夫ぶ、痛いのは一いつ瞬しゆんだけだから」

　ウチの視線に気づき、彼女は平然と言った。

　さっきまでの怒いかりに歪ゆがんだ表情がどこかに流れおちてしまったのか、彼女は感情が消え去った作りものみたいな表情を顔に張り付けて、ウチらが息絶えるのを眺ながめていた。




　あ、あの映画のクライマックス。

　たしか刑けい事じが最後犯人を撃ち殺しちゃうんだよね。

　いやホントそうだよ、撃ち殺すならその田篠って男にしてよ。ホントにさ、なんなの……ウチらのこと助けてくれたんじゃ、なかった、の……？
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「ふうちゃん、ふうちゃん！」




　いっちゃんに体を揺さぶられて目を覚ますと、そこは見慣れた教室だった。

　どのくらい眠っていたんだろう。ていうかゴミ置き場から三階の教室までどうやって登って来たんだろう。

　床ゆかに寝ねころんでいるせいで首にヘッドホンが食い込んでジンジンと痛むけど、なんか体がヘトヘトに疲つかれて起き上がる気になれない。

「良かった、目を覚ましてくれて」

　真っ赤に腫はれた彼女の瞳ひとみに、またじゅわっと涙がにじみ出す。




　いっちゃんは昔から信じられないくらいの泣き虫なのだ。

　どれくらい信じられないかっていうと、フランダースの犬の歌を口ずさんだだけで「もうやめてよぉ」と半泣きになるレベルだ。




　太い三つあみを両手で握にぎり締しめる彼女をボンヤリと眺めてから、グルリと薄うす暗ぐらい部屋を見回す。黒板の前に射的の景品が並べられて、紙でできた花やモールで埋うめ尽つくされている。

　多分ウチのクラスの人間には美的センスがゼロ。

　星が沢たく山さんついたクリスマス仕様の緑色のモール横に、誰だれが持ってきたのか赤あか提ちよう灯ちんがぶら下がり、その下には風船で作られた不格好なピンクのプードルが並んでいる。黒板は盛せい大だいに落書きされている。

　黒板の端はじっこに書かれた今日の日付と曜日、日直の中なか田たと中なか山やまの名前の部分以外は隙すき間まなくヘタクソな絵が描かきこまれており、その上から「友情永久不ふ滅めつ」とか「女子高生最強」「背せ苦く四し位い美び位い無む」などバカ丸まる出だしの文字が書き殴なぐられている。




　そんな風にダサい装そう飾しよくを観察しているうちに、寝ぼけていた頭がハッキリとしてきた。

　先ほどの記憶と共に恐きよう怖ふが一気に蘇よみがえってくる。咄とつ嗟さにお腹を触さわると撃たれた部分には傷ひとつなく、あの地じ獄ごくのような痛みも消えていた。




「あれ……さっきのって、もしかして」

「夢じゃないよ」

　いっちゃんは遮さえぎる様にウチの淡あわい期待を打ち砕くだいてから言葉を続けた。

「……そう、ですよね」

　オドオドとした彼女の目線を追うと、窓まど際ぎわに黒い塊かたまりが三つ並んでいる。

　更さらに目を凝こらして塊を見やったウチはガバリと飛び起きた。それは先ほどウチらを銃じゆうで撃った花って女と黒スーツ二人組だったのである。

「よくこの状じよう況きようでガーガーとイビキがかけるわね」

　ツインテールのクソ女は、ウチを見下すように言葉を吐はき捨てた。

「……アンタねぇ!!」

　ウチは近くにあった机を飛び越こえ、そのまま花って女に突とつ進しんした。あんな目にあわされて一発殴ってやらなきゃ腹の虫が収まらない！




　だがすぐに女の前に、オールバックとチャパツが立ち塞ふさがった。

「退どいてっ!!」

「残念だが、それはできない」

　冷たく言い放つオールバックにウチは怒りに身を任せて手を振ふり上げた。

「退いてってば!!」




　バチンッと教室内に打だ撃げき音が鳴り響ひびく。




　それはウチがチャパツの頰ほっぺたをビンタした音である。突とつ然ぜんチャパツが前に現れて、オールバックの盾たてになったのだ。

「お嬢じようさん、落ち着いて」

　チャパツはビンタに動じる事なく、穏おだやかに声を和やわらげる。

「あ、あの。ごめんなさい」

　こんなふうに誰かを殴るのは初めてでウチの怒りは一気に冷めて、後こう悔かいだけが心に残った。しかしチャパツは優やさしげな笑えみを浮うかべて、ポンポンとウチの頭を撫なでた。

「きちんと『ごめんなさい』できて偉えらいですね」

　これが大人の余よ裕ゆうってやつなんだろうか。

　もしウチが訳もなく誰かにビンタされたとしたら怒いかり狂くるって暴れていると思う。




　チャパツの紳しん士し的てき（？）対応に呆あつ気けにとられているウチの前に、男たちをかきわけてツインテールの女が姿を現した。

「何をそんなに怒おこっているの」

　女のその態度に、せっかく冷えてきていた怒りが再さい沸ふつ騰とうしていく。

「そりゃ怒るに決まってんでしょ!?」

「せっかく助けてあげたんだから有り難がたいと思いなさい」

「はっ？」

　長いツインテールを撫でながら、彼女は表情ひとつ変えずに形の良い唇くちびるを動かし続ける。

「私たちが助けなかったら、アナタ今いま頃ごろ、田篠に頭撃うち抜ぬかれていたのよ」

「結局アンタに撃たれたけどね」

「でも今こうして生きている、感謝してほしいくらいよ」

　悔くやしくて拳こぶしを握りしめながらウチは思った。

　一度誰かにビンタしちゃったら二度目も同じかな。こうやって犯罪者って、しょうもない罪をかさねていくんだろうな。そんな考えを見み透すかすようにウチの右みぎ腕うでを、いっちゃんがガッチリと摑つかんだ。

「暴力は駄だ目めだよ、ふうちゃん」

　でた、いっちゃんのＴＨＥ正論。

　こう言われてしまってはもうウチはなにも反論できません。

「あの、教えてもらってもいいですか？」

　ウチの右腕を摑みながら、いっちゃんが花に尋たずねる。

「なに？」

「今がどういう状況なのか、です」

「これから起こるゲームに勝たなきゃ死ぬ、それだけよ」

「いや、えっとそういうことじゃなく」

　みるみるうちに、いっちゃんの声が小さく萎しぼんでいく。

　普ふ段だん自分から発言しないいっちゃんが勇気を振り絞しぼって尋ねたっていうのに、この花ってヤツはそれをバッサリ切り捨てようとしている。その態度にカチンときてウチは声を張り上げた。

「言わなくても分かるでしょ。アンタとさっきの田篠ってのの関係とか、黄金卵のなんとかとか、さっき喋しやべってた事！　そうだよね、いっちゃん？」

　ウチの言葉にいっちゃんはコクリと頷うなずき、眼鏡めがねを押さえた。

「……どうして知りたいの？」

「え？」

「知ったところでアナタたちがどうすることもできない事なのに、それってつまり下世話な好こう奇き心しんってこと？」

　いっちゃんが戸と惑まどったように大きな瞳ひとみをキョドキョドと泳がす。

　ホント、いちいちカチンとくる奴やつだ。聖アルテミス女学院の生徒って、こんなにいけすかない性しよう悪わる女ばっかりなの？　もっとキラキラして昔の少女漫まん画がのヒロインみたいなのかと思ってたよ。いっちゃんが入学しなくて大正解かもね！




「そうケチケチしないで教えてさしあげたら？」




　突然ガラガラと扉とびらが開いて、見慣れぬ制服を着た女の子が教室へと入ってきた。

「別に減るモンじゃないんですから？」

　白地に灰色のリボンのついたセーラー服を着た小こ柄がらな女の子は、亜あ麻ま色いろの髪かみを綺き麗れいに内巻きに整えている。両手には全面鏡張りの、これまた可愛かわいらしい小さな箱を大事そうに抱かかえていて、人形みたいにとびきり可愛かった……クッチャクチャとガムを嚙かんでいるところ以外は。

　ガムの嚙み方は下品だけど、その制服と着こなしと自信ありげな佇たたずまいだけで月側の人間であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。きっとどっかのお嬢様学校の子なんだろう。

「アナタが話さないなら、私が喋ってさしあげましょうか？」

　女はニヤリと花を見やったけど、彼女は黙だまったままツインテールを手て櫛ぐしで整えている。

「どう、キミたちは知りたい？」

　ガムクチャ女に尋ねられて、ウチといっちゃんは大きく頷いた。

　このままじゃ意味不明すぎて頭がおかしくなりそうだ。

　好奇心上等。下世話だろうがなんだろうがお腹なかまで撃たれて黙っていられるはずがない。




「うふ、じゃあどこから話そうかしら？」

　女はガムをプゥ～ッと膨ふくらませてパチンと破は裂れつさせると近くにあった椅い子すにピョンと飛び乗った。そして鏡張りの小箱をチョコンと頭に載のせてバランスを取り始める。




　……この良く分からない行動って、もしかしてコッチのツッコミ待ち？

　一いつ瞬しゆんそう思ったけど、余計な事をすると話がこじれそうなので黙っていることに決めた。きっとツッコんだら「あ、ごめんなさい私よく天然って言われるんですよぉ」とかかわいこぶられて、なんか聞いたほうが損するやつだ。




「この国のお偉い方がね、ある時思いついちゃったんです。とっても面おも白しろい教育プログラムを」

　味が無くなったのか、女は新たなガムの包み紙を開ける。

　そしてスポ女の教室はゴミ箱と同じと思っているのか、包み紙を床ゆかにポイポイッと捨てはじめた。

　啞あ然ぜんとするウチを面白がるように女は微笑ほほえむと、前のガムを吐はき出すことなく新しいものをそのまま口に放ほうり込んだ。その間も鏡張りの小箱は落ちることなく絶ぜつ妙みようなバランスで、彼女の頭の上に乗り続けている。あぁ駄目だこりゃ、不思議ちゃんすぎて脳内ツッコミも追いつかない。
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「どんなに一いつ生しよう懸けん命めい教育をしたところで大半の子供たちは大した利益も生み出さず文句ばかり言う腐くさった存在──腐った卵──になりさがる。まぁ最初から腐った卵として生まれてくるキミたちみたいなケースもあるようですけど？」

　女は物理的にも精神的にもウチらを見下しながらペラペラと喋り続ける。

「だったら将来社会を背負っていく有望な人材──黄金の卵──をさっさと見み極きわめて、その一ひと握にぎりの子供たちだけに最高の教育を受けさせてしまおう。そして残りの子供たちはその優ゆう秀しゆうな人材に従順に従う隷れい属ぞくになればいい。そんな教育プログラムを考えた訳です……ここまで分かる？」




　クチャクチャとガムを嚙みながら尋ねられて、ウチは「なんとか」と素す直なおに答える。

　本当はググりたい言葉が何個かあった。

　けど、あいにくウチはスマホを持っていない。いざとなったらいっちゃんに聞けばいいんだし。だから多分大おお枠わくは理解できていると思う。




　新たなガムを満足そうに嚙みしめながら、女は自分のバランス感覚を試ためすように椅子の上でヒラヒラとスカートを揺ゆらめかせ始めた。

「お偉えらい方々は日本中の名門高校で実験を始めました。学校ごとに生徒を集めて篩ふるいにかけることにしたってことですね。それが『黄金卵の就職活動』」

　女は言葉を区切って、自らの胸を力強く指さした。

「そして……そのゲームに見事勝利して、黄金の卵に選ばれたのは私たちってことなんです！」




　花は一瞬顔をしかめたが、すぐに表情を戻もどして飽あきもせずツインテールを撫なで続けた。その反応にガムクチャ女は小さく舌打ちして、こう言葉を締しめくくった。




「そして今宵こよい、その黄金の卵ちゃん達が火花を散らすのでした……おしまい！」




　女はスカートを持ち上げてペコリとお辞じ儀ぎをする。

　その弾はずみでおっこちた鏡張りの小箱を両手でキャッチすると、椅子からピョンと飛び降りた。

　フワッと風が起こり甘あま酸ずっぱい女の子特有の匂においと、イチゴ味のガムの甘ったるい匂いが混ざり合いウチの鼻をくすぐる。




「さぁ、ってことで……ゲームを始めましょうか」




　鼻歌まじりに女は持っていた鏡張りの小箱から何かを取りだす。




　それはキラキラと白銀に輝かがやく拳けん銃じゆうだった。




　女は物ぶつ騒そうにも引き金部分に指を通して拳銃をクルクルと廻まわしながら、更さらに小箱の中から何かを取りだした。なにがでてくるのかとビクビクしていたけど、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけ。彼女の手に握にぎられていたのは、ただの紙切れだった。

「はい、どうぞ」

　紙切れを差し出されて、ウチは花やチャパツ達に視線を送ったが、彼女達は一切動くつもりは無いらしい。

「早く受け取ってくださらない!?」

　ガムクチャ女にキレられて、仕方なくウチはおっかなびっくりしながら紙切れを受け取る。そこには大きな文字でこう書かれていた。







鏡の国のロシアンルーレット





　ピカピカ輝く銀の銃じゆう。

　これは鏡の国から持ってきた魔ま法ほうがかかった銃なんです。

　鏡の国は虚きよ構こうの国。

　いくら撃うとうと虚構の弾たまは、現うつつの国を生きる貴方あなたには当たりません。

　あれあれ、だけれどおかしいな？

　虚構の銃にひとつだけ『現の銃じゆう弾だん』交ざってる。

　こりゃあ大変、こりゃ大変。

　いくら虚構の銃だとて、現の弾で撃ったなら

　貴方の体に穴開いて、現の国とはオサラバよ。

　虚構の弾は五つだけ、さぁ気をつけて気をつけて。















　気色悪い文字と意味不明な文章で埋うめ尽つくされた紙切れに、頭が痛くなりそうだ。

　文章は書くのも苦手だし、読むのも苦手！

　まとめサイトだって三ページ以上続いているとメンドくさくなって読むのをやめてしまうウチである。こういう思わせぶりな文章が一番苦手なんだよね。

　それでも、ウチでもちゃんと理解できるワードが一個だけ紙には書き記されていた。




　ロシアンルーレット。




　一発だけ弾を込めてシリンダーをグルグル廻してから、自分の頭にむけて撃つアレでしょ。どっちかが死ぬまで相手と交こう互ごに撃ちあって運をためす……頭がイカれてるやつがやるゲームだ。




「射的屋さんでやるのにピッタリなゲームだと思わなくて？」

　パーティーにでも行くみたいに瞳ひとみを輝かせながら、ガムクチャ女が声をはずませる。

　この女は頭のイカれたゲームを、ウチらとやろうとしているらしい。

「物分かりが悪そうなキミに説明してあげるわね。この銃には既すでに六発の弾だん丸がんが装そう塡てんされている。そのうち五発はスカ。撃っても何も起こらない。けど当たりの一発を選んだらバイバイサヨーナラって事。当たりの銃弾を当てちゃうかギブアップした方が負けってことです！　分かったかしら？」




　……はっ、分かったかしらだって!?

　やだやだやだ。絶対そんなのやりたくないし！

　課金しまくるくらいゲームは好きだけど、命かけるほどじゃない。

　ていうか、お嬢じよう様さまオーラと不思議ちゃんオーラに圧あつ倒とうされちゃってたけど、そもそもなんでこんなガムクチャクチャしてる女の言うこと聞かなきゃいけないんだ。

　こっちのほうが数では勝まさってるし、もしかすると一気に襲おそいかかればやっつけられるんじゃないの？

　なにか武器になるものはあるかな……。

　レンタルしてきた射的銃の弾はコルクだから役立たずだろうし、提ちよう灯ちんも風船のプードルも武器にはなりそうにない。いざとなったら椅い子すを投げるって手もあるけど……。




「で、順番はどうするの？」




　ウチが小さな脳みそフル回転させて必死にどう逃にげ出すかを考えてると、今まで黙だまっていた花が突とつ然ぜん口を開いた。

「普ふ通つうのロシアンルーレットと違ちがって、このゲームの場合は順序が後ろになればなるほど不利になる。その順序はどう決めるの？」

「それもそうですわねぇ」

　ガムクチャ女は首をかしげてワザとらしく悩なやんだポーズをする。

　悔くやしいけどそんなアホみたいな動作をしても可愛かわいいからなぜか許せてしまう。

　もしウチがあんな仕草しようもんなら教室中から大ブーイングを受けることは確実だ。よく分からない敗北感に打ちのめされているとガムクチャ女が「そうだ」と、ポンと拳こぶしを手に打ち付けた。

「なら、こういうのはどうかしら？　もし最後まで弾が残った場合、最初に撃った人がもう一回ロシアンルーレットにチャレンジするの。その時当たりを引き当てる確率は二分の一……さぁどうかしら？」




　じっと話を聞いていた花は、しばらく間を置いてから「それならいいわ」と、ガムクチャ女の提案を承しよう諾だくしてしまった。

「ちょっと正気!?」

　すんなりとロシアンルーレットを受け入れたことが信じられず、その細い腕うでを摑つかむ。

「アンタ、ロシアンルーレットの意味分かってんの？」

「なにを今いま更さら騒さわいでるの？」

　ウチの手を振ふり払はらい、制服の乱れを直しながら花は問い返した。

「現実から目を逸そらしても仕方ない。こうなってしまった以上、私達にできるのはこのゲームに勝ち残ることだけよ」

「でも、死ぬかもしれないんだよ」

「このゲームへの参加を決めた時から……いえ、決める前から命なんてとっくに捨ててる」

　そんな宣言されてどうすりゃいいのさ。

　思わず言いくるめられそうになった時、いっちゃんがずり落ちた眼鏡めがねを直しながら細かな雨みたいな微かすかな声で呟つぶやいた。

「でも、伊月たちは巻き込まれて、ここにいるから……」

　さすが、いっちゃん。ナイスアシストありがとう！

　彼女に同調するように、ウチは声を荒あららげた。

「そうだよ、助けてくれたのには感謝するけど、ウチらは無理やり参加させられただけだし。別に命かけてまで叶かなえたい願いなんてないし！」

　だが花の態度が崩くずれることはなかった。

「そう、それはとても幸せなことね」

　表情ひとつ変えず花はそう言うと、ウチといっちゃんを物のように押しのけて歩き出した。その姿は、もうスッポンは相手にしたくありませんとこちらをシャットアウトしているようである。

　窓の外からは月明かりが差しこんで、花の影かげが室内に細長く伸のびた。

　彼女の背中で長いツインテールが煌きらめいて、ユラユラと波打つ。色白の彼女に月の光はとても映はえて、まるで月を自分の為ためだけに空に浮うかべているようだった。

　彼女はツカツカとローファーで床ゆかを小気味よく鳴らしてガムクチャ女に近づいていく。その後ろをお付きのオールバックとチャパツもぞろぞろと続いていった。まるでお供を従えて鬼おにが島しまへと向かう桃もも太た郎ろうみたいである。




「じゃあ、ゲームを始めましょう」




　そう言って、花はガムクチャ女に手を突つき出しながら白銀の拳けん銃じゆうを渡わたすように急せかした。なにこの、さっきの会話の意味なし感は……なんでこいつ何事もなかったみたいに話を進めちゃってんの。抑おさえきれない苛いら立だちでヘッドホンから垂れるコードを手に絡からめながらウチは叫さけんだ。

「ねぇウチらの話聞いてた!?」

「聞いてた。でも始めないと終わらない」

　花の言葉に、うんうんとガムクチャ女も頷うなずく。

「そうですよ、宝くじも買わないと当たりませんから……まぁ今回は当たらない方がいいやつですけどね」

　女は白銀の銃じゆうを持った手で口を塞ふさぎ、クスクスと一人で笑っている。

　自分で言った事にウケちゃってるよ。お嬢様のツボが、ウチには全然分からない。




「じゃあ、誰だれから始めましょうか？」

　白銀の銃を撫なでながら、ガムクチャ女が尋たずねた。

「あなたから決めていいわ、さっさとやりましょう……時間がないの」

「時間？」

「えぇ、まだこの後大勢相手にしなくちゃいけないから」

　女が膨ふくらませたガムがパチンとはじけて、イチゴの匂においが部屋に漂ただよう。

「それもそうですね、相手をするのは私ですけども」

　ガムクチャ女は持っていた拳銃のシリンダーを開き、六発の弾たまをウットリと眺ながめる。

「私こういうキラキラしたものが大好きなの」

　白銀のシリンダーの中には青や緑、黄色といったカラフルな銃じゆう弾だんが装そう塡てんされており、宝石みたいにキラキラ輝かがやいていた。

　鏡の国の銃だっけ。昔から少女漫まん画がより少年漫画が好きだったウチには、ちょっと乙女おとめな趣しゆ味み過ぎて体が痒かゆくなりそうだ。

「決めた、この色にしよっと」

　そう微笑ほほえむと、彼女はシリンダーを元に戻もどして自らのコメカミに銃じゆう口こうを押し付けた。どうやらトップバッターに名乗り出ることにしたらしい。




　そりゃそうだよ、一番確率が低いんだから。

　簡単にそれを譲ゆずっちゃうなんて、花って女はどういう神経してんだろう。

　もしかして聖アルテミス女学院の生徒って結構バカなのか？




「なんかドキドキしちゃいますわね、スリル満点で」

　銃を押し付けたまま、興奮気味にガムクチャ女は吐と息いきを漏もらす。

「こんなスリル、『黄金卵の就職活動』以来ですわ」

　アドレナリンがダダ漏もれになっているみたいな顔で頰ほおを染めながら、明らかに恐きよう怖ふを楽しんでいるようだった。

「さっさと撃うちなさいよ」

　冷たく言い放つ花に、銃をつきつけた女はアッカンベーと舌をだして、「私は私のタイミングで撃たせてもらいますぅ～～!!」と、この期ごに及およんでもかわいこぶってみせる。そして銃を構えていないほうの手で、花を指さしながらニンマリと口角を持ちあげた。

「あら、もしかしてアナタひとつの場所にじっとしていられないタイプかしら？　暇ひまつぶしにお喋しやべりでもしましょうか？」

「いいえ結構」

　花の返事が聞こえていないように、ガムクチャ女は喋り続ける。

「そうだ、自己紹しよう介かいとかしちゃいます？　私は抑よく圧あつ錯さく乱らん型の黄金卵。あなたは？」

　よくあつさくらん型？

　はぁ、また理解不能ワードが飛び出しましたよ。

　この状じよう況きようじゃ、それがなんなのか尋ねても誰も教えてくれないだろうけどさ。ウチといっちゃんだけが、また置いてきぼりだ。

「ねぇねぇ、教えてよ。あなたは何型なの？」

「教えるつもりはない」

　女の言葉を遮さえぎって、花がピシャリと言った。

「御ご託たく並べてないで、さっさと撃ちなさい。もしかして怖こわいの？」

「まさか」

　ガムをクチャクチャと音を立てて嚙かみながら、リズムをとるようにユラユラと体を動かして、セーラー服のリボンを揺ゆらした。

「怖いものなんてありませんよ、ここにあるのはスリルだけ……もう私を抑圧する者はいないし阿あ呆ほな奴やつらに合わせて苛立つ事もない……あのゲームで全員ぶっつぶしてやりましたからね……ここは私にとって夢みたいに素す敵てきな世界なのよっ！」

　そのまま勢いに任せて女は引き金をひく。

　カチン。

　シリンダーがまわる音だけが聞こえて、ゾクゾクゾクッと体を震ふるわせながら女は笑い声を漏らす。

「はい、大成功♪」

　さっきからウチの心臓はバクバクと爆ばく発はつしそうだった。

　パッツパツに張り詰つめる緊きん張ちよう感かんで胃液がこみ上げて吐はきそう。

　見ているこっちが頭おかしくなりそうだった。汗あせでびっしょりと濡ぬれた掌てのひらをスカートで拭ぬぐっていると女がウチの前に拳銃を差し出す。

「じゃあ次はキミ？」

「え!?」

　突とつ然ぜんのご指名にウチは拒きよ絶ぜつするように仰のけ反り、背後の机に思いっきりお尻しりを激げき突とつさせた。

「はっ、なんでウチなの!?」

　痛みに耐たえながら、ウチは首がもげるほど激しく左右に振ふりまくる。

「あらら、なんで拒きよ否ひするの。早いほうが有利なのよ？」

　ガムクチャ女は拳けん銃じゆうの先でウチのヘッドホンを小こ突づく。

　なんちゅう危ないことしやがるんだと後ずさり、再びお尻をガンッと机に打ち付けた。イタタタッとお尻をさすって「それは分かってるけど～！」と唸うなるウチを心底小こ馬ば鹿かにするように女は更さらに音を立ててガムを嚙みまくる。

「別に私は誰でもいいんですけどね」

　彼女はそう言って、ウチに無理やり白銀の拳銃を握にぎり締しめさせた。

「……ふうちゃん、どうするの？」

　瞳ひとみに涙なみだをいっぱいためながら、いっちゃんが子ウサギみたいに震えている。

　泣きたいのはこっちなんだけどと溜ため息いきをつきながら、手の中の拳銃を眺める。

　いっちゃんに押し付ける訳にもいかないし、ガムクチャ女の言うように早くすませてしまったほうが有利だろう。でも自分の頭につきつけて引き金を引くなんて、そんなおっかない事できる訳ない。

　ハッキリ言って、ウチは自分が全くツイていない自信があるんだ。

　ババ抜ぬきだと大たい抵てい最後にババを引くし、スマホゲームのガチャガチャも全然レアキャラがでないし、こうして今も頭のおかしいゲームに参加させられている。




　ゴキュリと喉のどを鳴らして、ウチはシリンダーを開けて残りの弾を眺めた。

　残りの弾は五つ。

　茶色、黄色、青色、緑色、金色の弾がドロップみたいにキラキラとそこで輝いていた。
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「はい、撃～て撃～て撃～て」

　ガムクチャ女が手て拍びよう子ししながら、ウチに早く引き金を引く様に急せかす。

　唾つばがうまく飲み込めず、手がブルブルと震える。眩暈めまいがしてウチはその場にしゃがみこんだ。

「ふうちゃん！」

　いっちゃんはウチの横に膝ひざをついて、ウチにピッタリと寄り添そった。

　彼女の体には泣きじゃくった子供みたいに熱が籠こもっている。眼鏡めがねをはずして涙を拭ってから、いっちゃんは「ンン……」と三つあみを握りながら唸った。

「え、なに、もしかしてウチの為ために祈いのってるとか？」

「違ちがう……考えてるの」

　そうしないと頭が回転しないかのように何度も何度もニギニギと三つあみを触さわりながら、いっちゃんは唸っている。

「考えるって、なにを？」

「ふうちゃんを助ける方法」

　いっちゃんが発した言葉に思わず「は？」と冷たく反応してしまう。

「いや、考えてどうにかなることじゃないでしょ」

　だが、いっちゃんは首を微かすかに横に振って、ウチが手に持つ拳銃を人差し指で優やさしくさすった。

「きっとこのゲーム考えた人がヒントを残しているはず……そうじゃなきゃワザワザこんな凝こった作りや、あんな説明の紙を箱に一いつ緒しよにいれたりしないもん」

「いやただ乙女おとめチックな趣しゆ味みなだけかもよ？」

　外身ばっかりにこだわって着き飾かざってる奴ほど頭カラッポだったりするじゃん？

　変に勘かんぐってもしょうがない気がするんだけど。

　まぁでも今のウチは絶体絶命大ピンチ。

　助かるチャンスがあるならば、考えてみるべきなんだろう。正直、完全にいっちゃん頼だよりだけど、ウチもゲームに隠かくされたヒントは何かを探さぐることにした。




　拳銃に残された五つの弾たまを、ウチはまじまじ眺ながめる。

　茶色、黄色、青色、緑色、金色の銃じゆう弾だんには、それぞれに、自らの色を表す漢字が刻まれている。

『茶・黄・青・緑・金』の印字を指先で撫なでながら思う。なんていうか、これ作った人って配色センスがないんだなって。

　どうせならもっとカラフルな色にすればいいのに。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって金色はありとしましょう。でも茶色って。他ほかにもっと色あるでしょ、ピンクとか紫むらさきとかオレンジとか!?




　弾からヒントが摑つかめず、ウチは拳銃自体を隅すみ々ずみまで点検することにした。

　ウチがベタベタ触ったせいで、拳銃全体に指し紋もんがたっぷり付着していく。ピカピカだった銃じゆうがちょっとだけど汚よごれただけで、やっぱりヒントは得られない。




　いっちゃんは、さっきから箱に入っていた紙切れを眺めてブツブツと必死に何かを考え込んでいる。

「……なんか、ヒント見つかった？」

「ううん」と情けない声を出しながら、いっちゃんは紙切れの中にヒントが隠れていないか必死に指で文字をひとつひとつ追っていく。ウチも真ま似ねをして紙切れを目で追ってみたけれど、眺めすぎて段々日本語がおかしな記号みたいに見えてき始めてしまった。

　ほら、たくさん「ぬ」とか「ね」とか書いてると、段々これで「ね」って文字合ってたっけってなる時ない？　あの時みたいに目がチカチカしだして、ウチはギブアップして紙切れから目を逸そらした。見事なまでの役立たずっぷりに、ちょっと凹へこむ。切りすぎた前まえ髪がみのせいで丸見えになった眉まゆ毛げをボリボリとかきながら、ウチがいっちゃんの真似をして「ウンウン」と唸っていると、




「ねぇ、まだかしら？」




　退たい屈くつしたように新たなガムを口にいれながら、ガムクチャ女が溜息をついた。

　暇ひまを持て余して明らかに機き嫌げんが悪くなっている。ヤバイ、もう少し考える時間を稼かせがないと。いっちゃんがヒントを思いつくまでどうにかしてウチが間を持たせるんだ。なんでもいいから話して、ガムクチャ女の機嫌をとろう。

「あ、えっと……」

　素す敵てきな話題を探すが、どうしても目がいってしまうのは口の中をガムでいっぱいにしてる女の顔。ウチは頭に浮うかんだ話題を彼女にぶつけてみることにした。

「あのさ……前のガムは捨てないの？」

「……なんですって？」

　思いっきり顔をしかめる女をみて、ウチははっきりと話題選びに失敗したことを痛感する。大体ウチに気がきいた話なんてできる訳なかったんだ。だってウチは私立さざなみ女子高校の生徒。つまりはバカなんだから！

　あまりにも場の空気が凍こおりついたので、今まで黙だまっていたチャパツが吹ふき出してクスクスと笑い声をあげた。

「もしかしてお嬢じようさん天然さん？」

　そう言いながら彼はオールバックに、もたれかかった。

　うん、この状じよう況きようでは笑ってくれる方が百倍ありがたいですよ。




「あなたは一体、なんの話してるの？」

　明らかにとげとげしくなった声で、女がウチにつっかかってくる。

「あ、いや……ずっとガム嚙かんでるから、顎あごとか鍛きたえてるのかなって」

　不ふ機き嫌げん度が増すごとに、女のクチャクチャ音がパワーアップしていく。墓ぼ穴けつを掘ほりまくっていると分かりながらも、ウチは喋しやべり続けるしかなかった。

「そういえばガム嚙み続けると小顔になるとかって言うじゃん。アンタ、メッチャ顔小さいし、もしかしてそれはガムのおかげかなって」

「……こんなに時間稼ぎがヘタクソな人、初めてだわ」

　ガムクチャ女は鼻を鳴らして、鏡張りの小箱をウチの眼前につきつけた。

「みてごらんなさい、キミの顔こんなに引きつっちゃってる」

　小箱を受け取り、その側面に自分を映しこむ。

　鏡の中にいたのはアホ面づら丸出しの前髪パッツン女だ。顔が引きつりすぎてブサイク度が四割増している。

「これ以上、待てませんから……さっさと頭撃うっちゃってくださる？」

「いやいや、ちょい待ってよ！」

　ガムクチャ女は両手でバッテンマークを作り「駄だ目めでぇ～す～！」と、またかわいこぶりはじめる。

「これ以上待たせるなら棄き権けん失格にしちゃいますよ」

「……分かった、やりゃいいんでしょ!?」

　溜ため息いきまじりに頷うなずいてから、もう一度鏡に自分を映して前髪を直した。

　……いっちゃんの助けを借りても見つからないんだから、ヒントはきっとないんだろう。

　ここは自分の運を信じて弾を撃ち込むべきなのかも。今までツイてなかったんだし、逆にこの瞬しゆん間かん、超ちよう幸運がウチに降り注ぐかもしれない。

　そう覚かく悟ごを決めて、コメカミに拳けん銃じゆうをつきつけようとした時である。




「……あれ？」




　鏡の中の世界を見て、ウチはハッとした。

　そこに広がっている教室の景色は、当たり前だけど左右が反対になっている。

　当然、全すべての文字が裏返っているんだけど、その中でも何カ所かだけ普ふ通つうに読める文字があるのだ。

　例えば今日の日直だった『中田』と『中山』の文字。

　そして本日の曜日を示している（金）の文字は、鏡の中でも現実世界と変わらない姿を保っている。そうか、左さ右ゆう対たい称しようだからひっくりかえっても文字はそのままにみえるのか。一人感心しながら、再度曜日の（金）の文字に目をむけた時である。




　……金、金!?




　ウチはシリンダーに込められた弾を、鏡の小箱に映し出した。










　弾だん丸がんに刻まれた文字が鏡の世界に姿を現す。

　金、読める。青、読める。黄、読める。茶、読める。緑……。

「……読めない」

　ボソリと呟つぶやきながら、ウチは体からこみ上げる興奮と優ゆう越えつ感かんに完全に酔よいしれていた。

　うっそ、答え分かっちゃった。バカなウチが答え見つけちゃったよ！　この事、はやくいっちゃんに教えてアッと言わせてあげよう。




　大興奮のウチが隣となりにいるいっちゃんに話しかけようとした瞬間である。
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　今まで黙っていた花が突とつ然ぜん、風を起こすように猛もうスピードでウチに向かって突とつ進しんしてきた。そして、そのままウチの手から拳銃を奪うばい取ったのである。

「痛っ！」

　力ちから一いつ杯ぱいに拳銃を奪い取られて右手がねじれる。

「ちょっとなにすんの!?」

　右手を押さえながら叫さけび花を睨にらみつける。だが、彼女の姿にウチの体は完全フリーズしてしまった。花は自らのコメカミに拳銃をつきつけていたのである。

「え、待って！」

　ウチ、いま超頭が冴さえてて、答え分かっちゃったんだよ……そう言う隙すきも与あたえずに、花は三回連続引き金を引いた。




　カチッ、カチッ、カチッ[image: !!!]




　あまりの事に誰だれもが声を出すのを忘れて、彼女から視線を外す事もできず固まっていた。花は倒たおれることなく、ゆっくりと白銀の拳銃をおろす。

　……三発の弾たまは、どれもスカであった。




「なにやってんのよ、バカ女！」

　ウチは両手で髪かみの毛をクシャクシャにしながら、その場で地じ団だん駄だを踏ふんだ。花はキョトンとして首をかしげている。

「なに怒おこってるの、また命を助けてあげたのに」

「はぁ、助けた!?」

　また花を殴なぐろうとすると思ったのか、いっちゃんはウチの右みぎ腕うでをギュッと引っ張りながら口を開いた。

「……多分、ふうちゃんと伊月の分も引き金を引いてくれたんだと思う」

「そういうこと」と、花は無表情のまま頷いた。

「たしかにアナタたちを巻き込んで悪かったと思って……だから今のはそのお詫わび」

「何がお詫びよ、バカ！」

　ウチは怒いかりの行き場をどこに持っていっていいか分からず何度も何度も地面を踏みつける。

「このゲームの謎なぞ、ウチ解けてたのに！」

「そうなの、凄すごいわね」

　花の口調は棒読みだったけど、少し瞳ひとみを見開いていたから本当に驚おどろいていたんだと思う。やっぱり答えを知っていた訳じゃなく運任せに三回、引き金をひいたんだ、コイツ。ムクムクと次から次へと怒りがこみ上げてくる。

「あんな無む茶ちやして、ホントに死んだらどうする気だったの!?」

「別に……死んだらそれでおわりでしょ」

　さも当然といったような口ぶりで、花はツインテールを撫なでた。

「それに……どうせ百年後の今いま頃ごろはみんな死んじゃってるんだから、私がどうその命を使おうが、アナタには関係ない」

　コイツ、もしかしてウチを怒らせて楽しんでる？

　言っとくけど素す手ででの喧けん嘩かなら絶対負けない自信あるから。うちのお母さん空手三段だし。

「ウチは百年後の話じゃなくて、今の話してんの！」

「ふうちゃん、落ちついて」と、慌あわてていっちゃんが仲ちゆう裁さいに入ってくる。

「でも、いっちゃん」

「暴力反対！」

　むぎゅっとおっぱいを押し付けられて、その弾だん力りよくに圧あつ倒とうされてウチはちょっとだけ冷静になる。いっちゃんのおっぱいパワーおそるべし。そんなウチらを眺ながめていた花は表情を悟さとられたくないのか真下を向く様に俯うつむくと、言葉を吐はき捨てた。

「アナタと違ちがって、私にはどうしても叶かなえたい願いがあるの……この命を賭かけてでも」

　今までと全然違うトーンで話す花にギョッとして様子を窺うかがおうとしたが、すでに彼女は鉄仮面に表情を戻もどしてしまっていた。




「ということで、今ので、私たち三人分だから」

　花は仕切り直すようにそう言うと、ガムクチャ女に白銀の拳けん銃じゆうを差し出した。

「幸運を祈いのるわ」

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむガムクチャ女はあんぐりと口を開けたまま固まっている。その口からポトリと嚙かんでいたガムが落下していった。




「……こんなの卑ひ怯きようだわ」

　元ガムクチャ女が白銀の拳銃を胸に抱かかえながら、花を物もの凄すごい形相で見つめている。

「何が卑怯なの？　私は三人分のリスクを背負い、そのリスクに勝った。それだけよ」

　元ガムクチャ女は、残り二発残った銃じゆう弾だんを眺めながら、荒あら々あらしく呼吸を繰くり返している。そんな彼女を挑ちよう発はつするように、花は目前にあるセーラー服のリボンを手の甲こうで叩たたき揺ゆらす。

「もしかして自分の番はもうまわってこないと思ってた？　だとしたら本当におめでたいお嬢じようさんね」

「うるさいわよ!!」

「アナタの最初の興奮具合をみて、すぐに分かった……アナタはこのゲームの正解を知らない、私達と同じ立場にあるんだって」

「ちょっと黙だまって」

「そんなに怒っちゃ、可愛かわいい顔が台無しよ」

　饒じよう舌ぜつだけれど花の表情は一いつ切さい変わらない。

　コイツ、本当はロボットか人形なんじゃないかって思わず疑ってしまうほどの無表情さだ。田篠の前で顔を歪ゆがめていた時の方がまだ人間らしく感じられた気がする。クルリと体を半転させて、ウチらを見やる。艶つややかなツインテールがふわりと宙を舞まい、月光を反射させた。

「ほらアナタたちも何か言ってあげたら、散々腐くさった卵だの好き勝手言われてたんだから」




　いっちゃんは困こん惑わくしたように、ウチに視線を送る。

　たしかに元ガムクチャ女にはムカついてたけど、はいどうぞ悪口言ってくださいってされると何も言えない。




「二人とも、あなたには言葉をかけるのも勿もつ体たいないって」

　花は元ガムクチャ女の耳元で赤ちゃんを寝ねかしつける時みたいな声こわ色いろで囁ささやいた。

「ギブアップしてもいいのよ……その代わり、この勝負は私たちの勝ちね」

「黙れ！」と、元ガムクチャ女は勢いよく花を突つき飛ばした。




「まだ勝負は決まってないわっ!!」

　そう叫さけんで、元ガムクチャ女はコメカミに拳銃を押し当てると一気に引き金を引いた。

　バシュッ！




　銃じゆう撃げき音が響ひびき、女は拳銃を構えたまま、崩くずれ落ちていく。

　緑色の銃弾が爆はぜたのだ。

　ドサッと力なく横たわる彼女を見て、いっちゃんが悲鳴をあげた。甲かん高だかい叫び声が耳を貫つらぬいても、ウチは目の前の事が全然理解できていなかった。

　……噓うそ、本当に死んじゃったの、人ってこんな呆あつ気けなく死んじゃうの？

　ウチは両手で口を押さえて必死にこみあげてくる吐き気を抑おさえた。

　一方、花は平然と倒れた少女を見下ろしている。コイツ一体なんなの、なんで目の前であんな事が起きたのに平然としていられるの？




　その時、いっちゃんの泣き声に混じってパチパチという拍はく手しゆ音が教室に響き渡わたった。




「……最下位脱だつ出しゆつおめでとうございます」




　声がする方を振ふり返ると、教室の入り口に田篠が佇んでいる。

　その耳には新しい眼鏡めがねが掛かけられていた。手を何度も叩き合わせ、喉のどを震ふるわせながら田篠は口角を緩ゆるめて言った。




「さぁ、二回戦をはじめましょうか」































　田篠の言葉は全然ウチの頭には入ってこなかった。




　たった今、ウチと同じくらいの女の子がロシアンルーレットに負けて自分の頭を撃うち抜ぬいたのだ。目の前に死体が転がっているのに人の話なんてまともに聞いていられない。

「どうしたんですか、顔が真っ青ですよ？」

　ウチの顔を覗のぞき込んでくる田篠をウチは突き飛ばした。

「普ふ通つうでいられる訳ないでしょ!?　人が死んだのに！」

「おや、もしかしてアナタこの銃じゆうの事、彼女から聞いていないのですか？」

「え？」

　田篠はニンマリと底意地の悪そうな笑みを浮うかべて、花を一いち瞥べつした。

「大事な事を教えてあげないなんて酷ひどいですね、アナタ」

「大事なコト？」

　ウチが聞き直すと、田篠はコクリと頷うなずく。

「えぇ、彼女達が持つ銃には殺傷能力がないんですよ」

「……どういう事ですか」

　意味不明すぎて思考停止していたウチの代わりに、いっちゃんが田篠に尋たずねた。

「当たり前でしょう、大人の私が未成年のアナタ達にそんなもの渡すはずがない。レーザー銃もロシアンルーレットの銃も人を殺す事はできないんです」

「ほぼ死んでるも同然よ！」

　花が憎ぞう悪おの炎ほのおを燃やすように、田篠を睨にらみつける。

「その銃はたしかに殺傷能力はない……でも、頭に撃ち込めば前頭葉の働きがマヒしてしまう」

「ぜんとうよう？」

　ウチが聞きなれない単語を繰くり返していると、いっちゃんがウチに耳打ちをしてくる。

「人の脳みそにある部位の事だよ」

「脳!?」

「うん、人が物を考える為ために必要な部分なの……そこがマヒするってことは」

　言葉を途と中ちゆうでくぎって、いっちゃんが体を震わせる。

「え、じゃあこの子も？」

　ウチがガムクチャ女を見やると、花は「そうよ」と短く返事をした。

「いずれは目を覚ます。でも目が覚めたとしても、この子は私の命令に従順に従う下僕と化している……とても人間とは言えないわ」

「死んでるも同然でも、死んでいない……生きている事は事実です」

　田篠は髪かみをかきあげて微笑ほほえむ。

「ニューメンバーのお二人は混乱していらっしゃるようですね。二回戦に行く前に、団結する時間をあげましょう……二回戦の会場は、またお知らせします」

「……この子を連れて行って。下僕なんていらないから」

「えぇ、それは構いませんよ」

　花の言葉を聞き、田篠はガムクチャ女を物のように脇わきに抱かかえた。

「ではこの後も皆みなさんの幸運を祈いのっていますよ」

　そう言って去っていく田篠の背中を、花は見えなくなるまでジィッと睨みつけていた。




　　　　★☆★☆




　それからしばらくウチと、いっちゃんは『黄金卵の就職活動』についてや今後どうなっていくのかを聞かされた訳だけど、ハッキリ言って団結力など生まれるはずがなかった。

「アナタ達はこのゲームに勝ち残らない限り、生きてこの学校を出る事はできない。携けい帯たいが通じないから外部とも接せつ触しよくがとれない……説明することはこれで全すべてよ」

　ポカンとするウチらを置いてきぼりに、花は口早に喋しやべり続けている。

　田篠が去ってから、花が繰り返し言っている事は「ゲームに勝ち続けなければ死ぬ」という言葉だけだ。彼女はそのまま口を動かし続ける。

「詳くわしい理り屈くつは分からないけど、あいつらは外の世界と今の世界を遮しや断だんすることができるようなの。時間の無む駄だだから学校から逃にげだそうなんてしないようにね」

　ウチはイライラをぶつけるように、花に怒ど鳴なった。

「さっきからアナタの説明全然意味分からないんだけど!?」

「そんな大きな声で怒鳴らなくても、ちゃんと聞こえるわ」

「聞こえないと思って怒鳴ってんじゃないの、意味分からなすぎて怒おこってるから怒鳴ってんの！」

「そんな鼻の穴広げて怒って……ゴリラみたいよ、アナタ」

「ゴリラ!?」

　バカとかアホとか悪口を言われた事はあったけど、ゴリラなんて悪口は生まれて初めてだった。もしかしてこのパッツン前まえ髪がみがゴリラ感を演出しちゃってる!?

「いっちゃん……ウチ、ゴリラに似てる？」

　思わず確かく認にんすると、いっちゃんがブンブンと三つあみを振ふり回すように首を横に振った。

「全然！　百ひやつ歩ぽ譲ゆずってゴリラだとしても可愛かわいいゴリラだよ！」

　百歩譲ったらゴリラなのかい。

　ウチはいっちゃんの言葉に地味にショックを受けていた。可愛いってつけても全然嬉うれしくないんですけど。

「とにかくゴリラさんに言いたかったのは、外と連れん絡らくとろうとしたり逃げたりは無駄ってこと、それだけよ」

　ウチはワザと鼻を膨ふくらませてフンと音を鳴らしてから、イヤミったらしく言ってやった。

「無駄なご配はい慮りよでございましたわね、スマホ持ってないからワタクシ誰だれとも連絡とれませんから」

「……携帯、持ってないの？」

「『のせのせパズルゲーム』で課金しすぎちゃったんだよね」

　と、いっちゃんがいらない補足をする。

『のせのせパズルゲーム』は次々と画面上に降ってくる色とりどりのパズルのピースをタッチして線を繫つないで消して失なくしていくゲームだ。プレイヤーが操作するキャラの装備が強いほど、パズルゲームの得点が上乗せされていくというシステムで、ウチは高得点を狙ねらいたいがばっかりに課金して装備を当てるガチャガチャを何度も引いてしまったって訳だ。花の冷ややかな視線から完全に小こ馬ば鹿かにしている事が伝わってくる。




「それだけ熱中できる事があるなんて凄すごいと思うけどなぁ」

　クスクスと笑いながらチャパツが突とつ然ぜん喋り出した。

「僕は好きだな、そういうお茶目な子」

　今までそんな風に課金のことを語られたことがなかったので、ちょっと驚おどろいてしまう。

「黙だまってろ」

　すぐさまオールバックがチャパツを制した。

　だけど、ウチはもう少し彼の話を聞いてみたかったのでちょっと残念に思ってしまう。現金なもので、たったこれだけの事で、ウチの中でチャパツの株は急きゆう上じよう昇しようしたのだった。自分の男性免めん疫えきのなさに苦く笑しようするしかない。




　そういえばチャパツとオールバックの名前ってなんなんだろう。

　そんな事を考えていた時、頭上のスピーカーからキィーンという不快な音が響ひびいた。

　カラオケで歌っている時に突然スピーカーから鳴るアレである。




『おやおや、どうもこの学校の設備は古ふる臭くさくて駄だ目めですね』




　スピーカーから響くのは田篠の声である。

　その声を聞いていた花が「放送好きは相変わらずね」とボソリと呟つぶやいた。

　今までのやりとりを見て、とっくに気付いてはいたけど、花と田篠の因いん縁ねんは底が見えないくらいまっ黒で凄すごく深そう。何があったのか教えてほしいけど、また下世話な好こう奇き心しんとか言われたらムカつくから聞くのはやめておく。でも、いつか絶対聞きだしてやると、ウチは心に誓ちかった。




『花と愉ゆ快かいな仲間たち御ご一行さま、新しいゲームの準備が調ととのいました。至急視し聴ちよう覚かく教室までお越こしください。繰り返さなくても聞こえていますよね？』




　しばらくクックックッと喉のどを震ふるわせている音がスピーカー越ごしに聞こえていたが、それはブツリと乱暴に途と切ぎれた。

「……よっし！」

　気合をいれるように自分に喝かつを入れてから、床ゆかに手をつき、勢いをつけて立ちあがる。

「視聴覚教室なら、上の階だからすぐだよ」

　そう言いながら、ウチはスカートを叩たたき、変にめくれていないかを確認した。

　いつもならパンツが見えていようが全然気にしないけど、今は二人も男の人が一いつ緒しよだもん。しかも両方とも割とカッコイイし、意識しないでいる方が無理って話よ。

　スカートのチェックを終えて顔をあげると、花が二つの目をパチクリさせてウチの事を眺ながめている。

「え、なに？」

　また文句でも言われるのかと思って、恐おそる恐る尋たずねてみる。

　すると花は少し間を置いてからウチの瞳ひとみを真っ向から見やって口を開いた。

「さっきと違ちがって、随ずい分ぶん協力的だなって」

「ウチの学校の事は、ウチがよく分かってるでしょ」

　花は腑ふに落ちないように口を噤つぐんで歩き出そうとしない。

　きちんと理由を話せってこと？

　そういう恥はずかしいのムリなんだけど。チャパツ達に視線を向けるが肩かたをすくめるだけで手を貸してくれる気はないらしい。ブハァと鼻から息を吐はき、仕方なくウチは言葉を続けた。

「だってゲームに勝ち続けるしか道がないんでしょ。じゃあ、もう腹をくくって前に突つき進むしかないじゃん！」

　あれ、今のウチちょっとカッコよくなかった？

　なんて自分に酔よいしれていると、

「……そう」

　花は拍ひよう子し抜ぬけするくらい軽くウチの言葉を受け流して、さっさと廊ろう下かを歩きだし始めた。

「元気出して、ふぅちゃん」

　いっちゃんが同情するように肩に手を乗せてくれたけど、ウチは花に目を奪うばわれていた。

　……あれ、今の見み間ま違ちがいかな。

　ホントにちょびっとだけど、花が笑ったように見えたのだ。

　怒いかりに髪かみを逆立てた不気味な笑えみでも、人を小馬鹿にする笑みでもない。

　普ふ通つうの女の子の笑顔に。




　　　　★☆★☆




　扉とびらを開けると、中は暗くら闇やみだった。

　廊下を歩いている時は少し肌はだ寒ざむいくらいだったのに、視聴覚教室には昼間の蒸むし暑さが籠こもっている。部屋に取り残された夏の匂においを嗅かぎながら、ウチらは壁かべ伝いに中へと進んでいく。

「電気のスイッチどこだっけ、いっちゃん」

「多分、ここらへんだと思う」

　暗闇を怖こわがっているいっちゃんは、及および腰ごしになりながら壁をベタベタと触さわっている。

　学園祭の時、この教室は毎年映画研究会による映画上映会が開かれているはずだ。

　たしか去年はスターウォーズ特集で、一昨年おととしは松まつ田だ優ゆう作さく特集。その前が００７特集だったはず。

　どうして入学前のラインナップを知っているかといえば、ウチのお母さんが大の映画好きだから。

「音おん響きよう環かん境きようはともかく大画面で映画が無料で観みられるなんて最高！」って、昔っからよくこの時季になると、さざなみ祭にお供として同行させられていたんだよね。ウチはそこまで映画に興味ないし難しいやつだとすぐ寝ねちゃうんだけどさ。

「……あった！」

　やっと目当ての物を探し当てたいっちゃんがパチンとスイッチを押す。

　高い天てん井じように並んだ蛍けい光こう灯とうが順に点灯していった。

　辺りが明るくなって、メッチャまぶしい。

　目の前が真っ白になってウチは何度も瞬まばたきをした。

「ヒキャッ!?」

　目が冴さえてきた途と端たん、いっちゃんがヘンテコな悲鳴をあげた。

　尻しりもちをついた彼女の前には、不気味な骸がい骨こつが立ち塞ふさがっている。

　一いつ瞬しゆん、ドキンッと心臓が握にぎりつぶされたように苦しくなったけど、ウチはすぐにその正体に気付き、思い切り骸骨を蹴け飛とばして舌打ちをした。

「……ビックリしたなぁ、もう」

　ウチに蹴られた骸骨はプランプランと体を揺ゆらした。

　その頭からはピアノ線が延びている。

　視聴覚教室を見回すと、教きよう卓たく前には巨きよ大だいなスクリーンが設置されていた。

　壁や天井には血しぶきが飛び、そこらじゅうに不気味な装そう飾しよくが施ほどこされている。階段に沿って登るように段になった長机には、ミイラやろくろ首が腰こしかけていた。




　そう……今年の映画研究会は四よつ谷や怪かい談だん特集、ホラー祭りなのである。




　眼鏡めがねをずりおろして、いっちゃんはほっとしたように胸を押さえた。

「ビックリしたぁ、今度はオバケと戦うのかと思った」

「いや、さすがにオバケはないでしょ」

　ウチがツッコんでいると、チャパツがクスクスと笑いながら、いっちゃんに手を差し伸のべた。

「オバケじゃなくてよかったですね、怪け我がはありませんか？」

　いっちゃんは一気に体を強こわ張ばらせて、三つあみを摑つかむ。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶですから」

　かすれるような小さな声で、いっちゃんはチャパツの手に摑まる事なく立ちあがると、ウチの後ろに隠かくれた。

「おや、怖がらせてしまったようですね」

　手の差し伸べ損になって少し悲しそうな顔をするチャパツにウチは必死にフォローを入れる。

「もともと人見知りだけど、いっちゃんは特に男の人が苦手なんだよね」

　いっちゃんはウチの後ろでコクコクと頷うなずいた。

「だからその、悪気がある訳じゃないんです！」

　必死に訴うつたえながら、ウチは戸と惑まどっていた。

　な、なんなんだ、さっきの気持ち。

　チャパツがいっちゃんに手を差し伸べた時、ウチの心はザワザワざわめいて喉のどの奥辺りが急に苦しくなった。それは、いっちゃんが彼の助けを拒こばんだ瞬しゆん間かん、ほろっと解けていったんだけど……。

「お嬢じようさんは、友達想おもいなのですね」

　ザワザワの答えを見つけようと必死なウチの頭を、チャパツはポンポンと撫なでようと手を伸ばした。だが、その手を横からオールバックが摑みあげる。

「さっきから触りすぎだ」

　恐ろしい程冷たいオールバックの声。それに続き、花もチャパツに冷ややかな視線をぶつけた。

「余計な面めん倒どうおこさないで」

　花に睨にらまれて、チャパツはすぐに手をおろして笑顔を消した。

「申し訳ありません」

「必要のない時は彼女達に近づかないでちょうだい」

「はい」

　頭をさげた彼はウチから一歩離はなれて距きよ離りを取った。

「いやいや、そんな、おおげさすぎじゃない？」

　ウチは無理やり笑って場を和なごませようとするが、その効果はゼロ。恐おそろしいほど従順なチャパツの態度に、なんだかこっちが悪い事をしちゃった気になってきた。

「別に頭触られるくらいどうってことないし」

　ホントは心臓バクバクだったけど、本音を隠して強がってみる。しかし、花はウチの本心を見み透すかしたように、面倒そうに溜ため息いきをついた。

「百ひやつ歩ぽ譲ゆずってアナタが大丈夫だとして、ソッチの子はどうなの？」

　いっちゃんは申し訳なさそうにウチの顔をチラッとみてから「大丈夫じゃないです」とボソリと呟つぶやいた。

「ということだから、アナタも必要以上に彼らにベタベタしないで」

「は、別にベタベタなんてしてないし！」

　いちいち癪しやくに障さわる花の口ぶりに、つい声が大きくなってしまう。

「急に怒ど鳴ならないで、ウホウホうるさい」

　カッチーン……またここでゴリラネタを持ち出します？

　今完全にウチの中の怒いかりスイッチ入りましたけど!?

「アンタ……ウチの事、バカにしてるでしょ？」

「ふうちゃん落ちついて」

　いっちゃんが仲ちゆう裁さいに入ろうと、ウチと花の顔を見やりながらアワアワとパニクっている。

「はっ、ウチが悪いワケ!?」

　ついムキになって、いっちゃんに嚙かみつく。あ、ヤバイと思った時には後の祭り。

　蛇じや口ぐちをひねったみたいに、ジュワッと彼女の瞳ひとみに涙なみだが滲にじんでいく。

「うわぁ～！　ごめんって、いっちゃん！」

「……ううん、伊月が泣き虫なだけだから」

　いやいや、そんな涙いっぱいためた瞳で言われても、更さらにこっちが凹へこむだけだから。いっそ罵ののしってくれたほうがマシってやつだよ！

「……友達を泣かせるのはよくないぞ」

　ボソリとオールバックまで口を挟はさんでくるし、その横でチャパツは「あらあら」とクスクス笑い続けているし……完全ウチが悪者状態である。

　これは小学校の頃ころからよくあるシチュエーションだ。

　二人でいる時はそうでもないんだけど、遠足や理科の実験とかでグループで行動していると、ウチはいっちゃんをよく泣かせてしまう。そして周りから非難されるのだ。

　きっと、ウチが彼女に無意識に甘えちゃってるんだろう。それでもいつも一いつ緒しよにいてくれるいっちゃんはホント神様みたいだなって、ウチは常々思っている。




「なになに、もしかして仲間割れ？」




　急に見知らぬ女の声が視し聴ちよう覚かく教室に響ひびき、一気に緊きん張ちようが広がっていく。

　声の主を必死に探すが、どこにも人ひと影かげは見当たらない。

　おどろおどろしい教室の雰ふん囲い気きも合わさってか、なんだかメチャクチャ気味が悪い。いっちゃんが言ってた次の敵がオバケってあながち間ま違ちがってないんじゃないかって気がしてきてしまう。




「仲間割れするならさ、皆みなで殺し合っちゃえよ？」

　ケッケッケといやらしい声をあげながら、ウチらをあざ笑っている見えない相手に向けて、花は淡たん々たんと語りかける。

「隠れてないで、出てきなさい」

「え、隠れてなんてねぇだろ」

　その瞬間、ガバリと長机に座っていた骸がい骨こつが立ちあがった。

　骸骨は黒マントをなびかせて、うちらを見下ろし、さっきのようにいやらしい笑い声をあげている。

「ヒィィィ[image: !!!]」

　悲鳴をあげて失神寸前のいっちゃんを見て、骸骨は面おも白しろそうに腹を抱かかえた。

「この子、マジウケんな？」

　引き笑いをしながらバンバンと机を叩たたいている骸骨に、ツカツカと花が近づいていく。

「……くだらない」

　恐れ知らずの彼女は骸骨の顔をムンズと摑む。

　すると骸骨の顔がパカリと外れ、中からツリ目の少女が姿を現した。

　なんとなく察しはついていたけど、さっきから喋しやべっていたのは骸骨ではなく骸骨の格好をした女だったのである。これからウチらが戦わなくてはいけない相手で、ほぼ間違いないだろう。

「わざわざ仮装して、私達をお出で迎むかえ？」

「楽しかっただろ？」

　花の問いに、ニヤリと答えた女の歯にはカラフルなゴムがついた矯きよう正せい器具が並んでいる。

「正直待ちくたびれたわ、これ結構暑かったんだかんな？」

　勢いよく黒マントを脱ぬぎ捨てた女の全身が露あらわになった。

　黒いブレザーとパンツの制服に黒い厚底ブーツを合わせている。マントを脱ぎ捨てても彼女の全身は真っ黒で、脱だつ色しよくされた白に近い金きん髪ぱつのベリーショートが異様に目立っていた。




「お察しの通り、アタシはアンタらと戦う黄金卵。ちなみに一いつ触しよく即そく発はつ型。名前はナナオ……よろしく頼たのむわ」

　そう言ってナナオと名乗る女は、花に手を差し伸のべる。その手を握にぎることなく、無表情のまま眺ながめながら花は尋たずねた。

「それで、何をしてアナタと戦えば良い訳？」

　握あく手しゆを拒きよ否ひられて、ナナオは「ひっでぇ」とケッケッケと声をあげる。

「もしかしてアンタ、セッカチイライラ型の黄金卵さん？」

「無む駄だなお喋りが嫌きらいなだけ」

「面白みがねぇ奴やつ」

　敵だけど、その意見は激しく同意だわ。

　ナナオは肩かたをすくめてから、ブレザーのポケットからリモコンを取りだした。

「じゃあ、早さつ速そく始めようか……猪いの鹿しか蝶ちようゲーム」

　彼女はニヤリと矯正器具を見せながら笑い、リモコンのボタンを押した。










　リモコンに反応して、おろされていたスクリーンが天てん井じようへと収納されていく。

　その背後から現れたのは、黒板に大きく描えがかれたカラフルなイラストの羅ら列れつだった。ポップなタッチの猪いのししと鹿しかと蝶ちようがランダムに並んでいて、一気に教室のホラー感が和やわらぐ。
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「アンタら、棒消しゲームって知ってる？」

　リモコンを長机にほっぽり投げながら、ナナオはウチらの顔を見回した。

　誰だれも声をあげないでいる中、いっちゃんがウチに耳打ちする。

「……小学校の頃、伊月たちがやってたアレじゃない？」

「アレ？」

「ほらノートに書いて遊んだじゃない、棒線を沢たく山さん書いてさ」

　いっちゃんの言葉で小学校の頃の記き憶おくが蘇よみがえる。

　たしかによくやったわ、ピラミッド形に書いた棒線を交こう互ごに消してくゲーム。たしか最後に棒線消した方が負けなんだよね。何回やってもいっちゃんに勝てなくて、ムキになって何回も勝負を挑いどんだっけ。




「そこのお二人さんは分かってるみたいだな？」

　ナナオは階段を下りながら言葉を続けた。

「猪鹿蝶ゲームは、いわば棒消しゲームの応用版さ。交互に動物に線を左から右に引いて消していって、最後の一いつ匹ぴきを消した人が負け」

　黒板前にたどり着いたナナオはチョーク入れから黄色のチョークを取りだした。

「何度もルール説明すんのメンドくせぇから、ナナオ先生が板書してやるぜ」

　ナナオは先生とは程ほど遠とおいクソ汚きたない字で黒板の隅すみにルールを書き殴なぐっていった。





ルール①　交互に動物に線を引いて消していき、最後の一匹を消した人が負け。

ルール②　消す動物の数に制限はないが、自分の番の時は必ず一匹は動物を消さないといけない。






　ルール②まで書き終えると、ナナオはバンッと黒板を叩いた。

　こんな風にワザと大きな音を立てて寝ねている生徒を起こす先生よくいるよな。

「ここまでは棒消しゲームと同じ。違ちがうのはルール③だ！」

　そう言って、ナナオは更さらに汚い文字でルール③をグチャグチャッと書き記した。





ルール③　猪→鹿→蝶の順番、もしくは同じ動物の絵え柄がらが並んでいる部分のみ連続して動物に線を引くことができる。






「え～、ここは期末テストにでるので、ちゃんとノートに書いておく様に！」

　変な鼻声を出しながら、ナナオはおどけて見せる。

　おそらく彼女が習った事がある先生のモノマネをしているんだろうけど、もちろんその先生の事をウチらは知らないからポカーンである。

　誰なのか分からないモノマネって見せられているほうからすると苦痛でしかない。その苦痛なモノマネを続けながらナナオは喋り続ける。




「普ふ通つうの棒消しは、ただ棒を消せばよかったが、猪鹿蝶ゲームはそう簡単にはいかん！

連続して線を引く為ためにはルール③に書いた二つの条件どちらかをクリアしないと駄だ目めなのであ～る」




　説明を聞いていた花が「なるほど」と呟つぶやき、ナナオの隣となりに並ぶ。

「つまりこういう事かしら？」

　チョークを摑つかんだ花は、ナナオとは正反対に書道のお手本みたいな綺き麗れいな字を黒板にスラスラと書き進める。





猪から線を引く場合、次に線が引ける動物は『猪』か『鹿』。

鹿から線を引く場合、次に線を引ける動物は『鹿』か『蝶』。

蝶から線を引く場合は、次に線を引ける動物は『蝶』か『猪』。






「そうそう！　そういう事よ。ここに書いてあるルールが絶対だ。このルールを破ったら失格だからな、いいな！」




　そう述べてから、ナナオは親指をグッと花に突つきだして「補足サンキュ」とニンマリと笑った。

　……なんかちょっとだけウチと同じ人種の匂においがするな、コイツ。




「アンタらつるんでるって話は、さっき田篠先生から聞いた。だから誰か一人が代表者になってアタシと戦ってもらうから」

　ナナオはグルリとウチらの顔を見回してから、再び鼻声モノマネをしながら尋たずねた。




「それで質問なんだけど、抑よく圧あつ錯さく乱らん型のロシアンルーレットの謎なぞを見破った奴やつって誰？」




　ナナオの目線は明らかに花といっちゃんに向けられている。

　ウチとはちっとも視線を合わせてこない。最初から対象外にされているこの嫌いやな感じ……なんか同じような人種にバカにされるのはメチャクチャ腹が立つ。ウチは咳せき払ばらいをしてから、ナナオに向かって挙手をした。

「謎を解いたの、ウチなんだけど！」

「え、マジ。ヘッドホンちゃんが解いたの!?」

　ナナオは目をまんまるくして心の底から驚おどろいた声をあげた。

　……勝手にヘッドホンちゃんとかあだ名つけられてるし。重ね重ね、なんてムカつく奴なんだ！

　苛いら立だつウチに、ナナオは黄色のチョークを差し出す。




「じゃあ、アンタが代表者ね」




　差し出された黄色のチョークを受け取りながら「は？」と、ウチは首をかしげた。

「は、じゃなくて……アンタに猪いの鹿しか蝶ちようゲームの代表者になってもらうから。あの謎を解いたっていう子と戦うって決めてたんで」

「……えええ!?」

　予想もしなかった展開にウチはワンテンポ遅おくれて叫さけんだ。

「いや代表者とか無理。ウチこういう頭使うゲーム苦手なんだよ、いっちゃんにだって一回も勝った事無いし。そもそもウチらはオマケっていうか、この戦いの主役はこのツインテールだから！」

　言い訳を必死に並べ立てるが、ナナオは一いつ切さい聞く耳を持とうとしない。

「いや、こっちこそ無理だかんな。もうアタシ決めたんで」

「そんな……」

　ウチは助けを求めるように花の顔を見やる。

「……できれば私も代表者は別にしたいのだけれども」

　ナナオに訴うつたえる。花は困こん惑わくしている様子だ。

　ウチを代表者にしたくないと明言されると、それはそれでちょっと傷つくけど。でも代表者になるくらいなら傷つくほうが百倍くらいマシだ。
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「だから無理っつってんだろ!?」

　ウンザリしながらナナオは吐はき捨てた。

「このゲームをしきってんのはアタシだよ、これ以上四の五の抜ぬかすと棄き権けんしたってみなすかんな!?」

　苛立ったナナオが矯きよう正せい器具をカチカチと指先で叩たたきながら、ウチを睨にらみつけている。

「……でもぉ」

　どうにかして逃にげ出したいウチの肩かたにポンと手を置いたのは、いっちゃんじゃなくて花だった。

「さっき言ったでしょ……前に突き進むしかないって」

　肩に置かれた花の手に力が籠こもる。

「私達の命、アナタに預けるわ」

「命預けるとか……プレッシャー半はん端ぱないんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶ、ふうちゃんなら出来るよ！」

　いっちゃんが根こん拠きよのない事を言いながら、ウチの手を握にぎった。彼女の手はフニフニして柔やわらかくてメッチャ握り心地ごこちが好よい。もしこの感かん触しよくを再現できたら、癒いやし系グッズとしてハンズとかでバカ売れすると思う。

「伊月はふうちゃんを信じてるよ、だってさっきの謎解いたのは事実でしょ？」

「そうだけど」

「はい、無む駄だなお喋しやべり終了～～！」

　ウチの言葉をナナオは大声をだして遮さえぎる。

「もうゲーム始めちまうぞ、最初はアタシからってことで！」

　勝手にゲームをスタートさせたナナオは力を込めて上から三段目にチョークで線を引いていく。




「手始めに、まずは猪いのしし・鹿しか・蝶ちようの三匹びきを……はい消した！　次はヘッドホンちゃん！」

　もうちょっと心の準備をさせてほしいんだけど……。

　ロシアンルーレットとは違ちがう緊きん張ちようが襲おそいかかって、普ふ段だんは超ちよう健康であるウチの胃がキリキリと激しく痛んだ。

　神経が図太いのだけがウチの良い所だったはずなのに……まぁ無理もないか。ウチは今、いっちゃん・花・オールバック・チャパツ、四人分の命を背負っちゃってるんだから。

「ほら、早くしなよ！」

　急せかされるがまま、ウチは黒板の前に立った。

　ガクガクと体が震ふるえて、力をこめて摑つかんでいないとチョークが手から滑すべり落ちそうだった。

　今からでもいいから誰だれか代わってくれないだろうか。

　未練がましく思いながら、ウチは意を決して一番下の段の右みぎ端はしに一本線を描かきこんだ。
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「ヘッドホンちゃんも猪鹿蝶で、きたかぁ～！」

　ケッケッケと笑いながら、ナナオは迷いなく、素す早ばやく上から二段目の猪と鹿に線を引く。

　え、早っ！

　あっという間にウチの順番がきた。もっと悩なやみながら慎しん重ちように進めてよ。

「ほら早く、早く！」

　ナナオに急かされるまま、ウチは上から四段目の猪二匹ひきに線を引きながらルール③を確かく認にんする。同じ動物は連続して線が引けるって書いてあるから、これは大丈夫なんだよね。いちいちルールを確認しないと間ま違ちがえそうでメッチャ怖こわい。

「いや、ヘッドホンちゃんビビりすぎだろっ！」

　ナナオは爆ばく笑しようしながら、下から二番目の右端の蝶と猪にチョークを重ねていく。少しずつ消せる動物が少なくなっていき、ウチの中で焦あせりが膨ふくらんでいく。

　ヤバイ……どの動物を消せばいいか全然分からない。

　いっちゃんと棒消しゲームをしていた時から、ウチのゲームスキルは上がっていないのだ。




　その点、『のせのせパズルゲーム』はよかった。

　ルールも簡単だし、なにしろ課金をすれば最強の装備がいくらでも手に入るんだから。お母さんに聞かれたら往復ビンタをくらうだろうけど。

「ふぅちゃん、頑がん張ばって！」

　背後から、いっちゃんの声せい援えんが聞こえる。

　彼女の声は震えていた。

　きっとまた眼鏡めがねをずり落としながら、涙なみだを目いっぱいにためているんだろう。

　あぁ、この一いつ瞬しゆんだけでいいからいっちゃんの脳みそを手に入れられたらいいのに。

「頑張って、ふぅちゃんなら出来るよ！」

　いっちゃんが二度目の声援を投げかけた時、ナナオが吠ほえた。

「ちょっと眼鏡ちゃん、声援はいいけどヒントは出しちゃ駄だ目めだかんな!?」

「……わ、分かってます」

　完全にナナオの気き迫はくに負けて、いっちゃんの声が限りなくミュートに近い音量へと変わった。

　ウチを応おう援えんしたばっかりに可か哀わい想そうないっちゃん。

　本当に申し訳なさすぎて、泣きたい気分だ。これ以上迷っていると、またナナオが誰かを怒ど鳴なりつけそうなので、ウチは迷いに迷って五段目の真ん中にある猪を一いつ匹ぴきチョークで消し潰つぶす。自分の番が来たナナオは、さすがに慎重になったのか、すぐに線を引くことなく、猪と鹿と蝶をじっと眺ながめている。

「……学園ドラマみたいに友達にエール送ったりするんだな、普ふ通つうの学校だと」

　線を引く部分を探しながら、彼女はボソリと呟つぶやいた。

「普通の学校って？」と、尋たずねた後でウチは口を押さえる。

　うわぁどうしよう。

　無駄なお喋りはおわりって言っただろとか怒鳴られたら心が折れちゃうわ。そんな事を考えてウチはヒヤヒヤしていたが、ナナオは特に怒おこった様子もなく、口を開いた。

「アタシ、通信制の高校だったからさ」

「……そうなんだ」

「そう、だから基本家で勉強しててさ。アンタらみたいなキャピキャピした感じとかとは無む縁えんなんだわ」

　別にいっちゃんとキャピキャピしたつもりはないが、とりあえず会話を続ける為ために頷うなずいておく。ナナオは一番下の段の左ひだり端はしから鹿・蝶・猪・鹿と四匹もの動物をチョークで消し去りながら言葉を続けた。

「通信制でも月に一回くらいは学校行かなきゃいけないからさ、作ろうと思えば友達作れたんだろうけど、なんかメンドくせぇなって」

　するとゲームの行く末を眺めていた花が突とつ然ぜん言葉を放つ。

「……普通に学校に通っていても友達を作らない人だって沢たく山さんいるでしょ」

「あら、アンタも友達いなかった系？」

　急にテンションをあげるナナオに、

「いたわよ、一人」と言うと花は再び口を噤つぐんでしまった。

　へぇ～なんか意外。

　性格はアレとしても友達が沢山いそうなイメージがあったんだけどな。

　とにかく、ほんのちょっとだけ花の過去を覗のぞけた気がする。

　もっと話を聞きだしたいなと思ったけど、頭から邪じや念ねんを必死に振ふり払はらうように両方の頰ほっぺたを叩たたいた。今はゲームに集中しないと。




　ウチは上から五段目の猪と鹿に新たな線を引きこんだ。




「……まぁアタシは友達がいないから、黄金卵になれたんだと思うわ」

　ナナオは上から四段目の蝶ちようと猪いのししに線を引きながら、何かを思い出したようにチョットだけ顔を歪ゆがめる。

「月に一度の登校日に学校に行って、『黄金卵の就職活動』に巻き込まれてゲームを続けている時……ヘンな話だけどアタシ友達作らないで良かったって思った。友達じゃないから無情になれたんだわ」




　外見のヘンテコさから、ガムクチャ女みたいに頭のおかしい人かと思ったけど、実は割とマトモな人かもしれないな。ぶっちゃけた話、頭のおかしさ具合で言ったら花のほうが勝まさっているかもしれない。




　それにナナオが言っている話はなんとなく理解できるもん。




　ウチが今彼女と戦えているのも全く同じ理由。

　ガムクチャ女もナナオも赤の他人だから、ウチはギリギリ正気を保っていられるんだろう。人間なんてそんなもんだって言えばそこまでだし、いい子ぶる気はないんだけど……本当は凄すごく間違った考え方だよねと、隣となりに立っている金きん髪ぱつの少女を見ながらウチは思った。

　ウチは上から五段目の左から二つ目の蝶を消しながら尋ねてみる。

「……ねぇ、なんでそんな話をしてくれたの？」

　なんとなくさっきの彼女の話には意味がある気がしたんだよね。

　もしかしてウチと同じで彼女も無理やりゲームに巻き込まれて、イヤイヤ戦わされているのかもしれない。もしそうだったらなんだって話だけど、でもウチは彼女の本心を知っておきたかった。

「別に……はいどうぞ？」

　ウチの問いにピクリと反応した後で、ナナオはそっけなく返事をしながら一番下の段の鹿しか・蝶・猪を消した。ナナオの反応がなんだかもどかしい。

「なんか喋しやべりたい事があるなら言ってよ！」

　そう言いながら、ウチが五段目の鹿・蝶を消した時だった。




「あっ[image: !!!]」

　後ろに立ついっちゃんが悲鳴をあげるように叫さけんだ。

「え、なに!?」と振り返ると、いっちゃんと花が顔を強こわ張ばらせている。

　ちょっと、どうして二人ともそんな顔をしてるの？

　意味が分からず二人の顔を見比べているウチの耳を「ケッケッケ」というナナオのいやらしい笑い声が貫つらぬいた。

「アタシがなんで無む駄だ話したかって？」

　ナナオは四段目の中央に残っていた鹿に線を引く。

「それはアンタの気をゲームから逸そらす為に決まってんじゃん！」
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　え、気を逸らすって何？　なんでナナオはこんなに得意気なの？

　だってまだ七個も動物が残ってるじゃん！




「おいおい、この子まだ自分の状じよう況きよう理解できてないみたいだよ。誰だれか説明してやんなって」

　ナナオに促うながされても、みんな呆ぼう然ぜんとして言葉を発してくれない。この沈ちん黙もくの時間が死ぬほど怖こわくってウチは半泣きになりながら叫んだ。

「誰か説明してよ、お願いだから！」

　花に視線を送るが、花は俯うつむいたまま唇くちびるを嚙かみしめている。

　続けてウチはいっちゃんを見やった。

「いっちゃん、お願い！」

　ビクンと反応したいっちゃんは観念したように、三つあみをニギニギと触さわりながら、たどたどしく説明を始めた。

「さっきのルールを当てはめると、もう連続して消す事ができる動物は、残されていない……あとは一個一個消すしかないでしょ？」

「だから？」

「残りの動物は七個。交こう互ごに消していくしかない……だから、もうふぅちゃんが最後を消すって決まっちゃってるの」

　ヘナヘナと腰こしの力が抜ぬけて、ウチはその場にしゃがみこんだ。

　え、ウチ負けちゃったの？

　噓うそ、え、じゃあこれでもう死ぬしかないってこと？　目の前が真っ暗になって口の中がカラカラに干ひからびていく。




「はい、残念でしたぁ～！」

　ナナオはポイッとチョークを投げ捨ててウチに向かってダブルピースをしてみせた。

「っていうことだから試合終しゆう了りようだな？」

　ナナオはニンマリと矯きよう正せい器具をみせると、ブレザーをめくりあげた。

　そこにはガンホルダーが吊つるされていて花が持っているのと同じレーザー銃じゆうがぶらさがっていた。




　今度こそ、ウチは撃うち殺されるんだな。

　あ、ウチは撃ち殺されるってちょっとダジャレみたいになってる。

　こんな時までウチの頭はバカ丸まる出だしで、自分の思考に思わず吹ふき出しそうになる。




「悪く思うなよ、大人しくしてりゃ一いつ瞬しゆんで頭撃ち抜いてやるから」

　と、ニヤニヤと笑うナナオが銃に手を掛かけた。




「ちょっと待って」

　声をあげてナナオを止めたのは、花だった。




「私達は最後まで諦あきらめない」




「……は？」

　ナナオは首をかしげてポカンとしている。

　きっとウチもナナオと全く同じ顔をしているだろう。だってこれ以上やっても負けることは決まってるのだ。諦めるもクソもないじゃんか。

「少しでも処しよ刑けいの時間を先延ばしにしたいってか？　別にいいけど、アンタらもう死ぬだけだよ？」

　ナナオは銃から手を離はなして、憐あわれむように肩かたをすくめた。




　ウチもまったく同意見。

　もう今の状況がしんどすぎて、早く楽になりたかった。




　ウチのせいで全員殺されちゃう……。




　その責任を感じながら最後までゲームを続けるなんていう拷ごう問もんを受けろって言うの。たしかにウチのせいで負けちゃったけど、そんなのヒドすぎるって。

　耳の後ろに心臓があるみたいにバクバクと鼓こ動どうする音が異様に大きく聞こえてくる。

　眉まゆ毛げの上のパッツン前まえ髪がみが、冷や汗あせのせいでオデコに張り付いて気持ち悪い。

　けど汗を拭ぬぐう気力もウチにはもう残されていない。







「……考える努力をしなさい、最後まで」

　花はウチを真っ直すぐ見み据すえながら、淡たん々たんと言った。

「考える努力って、もう考える事なんてないじゃん！」

「ルールには必ず抜け道があるもの。きちんと考えなさい」

　ウチが今まで考えてなかったみたいな言いぶりをする花に、いっちゃんが泣きそうな声で叫んだ。

「そんな言い方しちゃ可か哀わい想そうだよ！」

「アナタは黙だまってなさい」

　花は一いつ切さい動じずに、いっちゃんを切り捨てた。

　いっちゃんは一本に束ねられた三つあみを握にぎり締しめて悔くやしそうに「うぅ」と唸うなり声をあげる。ウチの為ために反論したいんだろうけど、言葉がでてこないんだろう。ありがとう、いっちゃん。でも、もう怒いかりすら湧わいてこないよ。




　花は一切、ウチから視線を逸らそうとしない。その目力にウチは金かな縛しばりにあったように身動きができずにいた。

「アナタ、得意なんでしょ。のせのせパズルゲーム」

　彼女が唐とう突とつにスマホゲームの名前を出したもんだから、ウチの口から無意識に「は？」という声が漏もれた。それでも花は一いつ貫かんして同じトーンのまま、ウチに言葉をぶつけ続けてくる。

「何万も課金しまくって、のせのせパズルゲームをし続けたアナタでしょ？　ゲームの逃にげ道だって見つけられるわよ」




　ケッケッケと笑いながら「え、そんなに課金したの!?」とナナオがウチを小こ馬ば鹿かにする。さっきから花の言葉がズキズキと胸に突つき刺ささってくるよ。ヘッドホンを耳につけたら彼女の言葉を遮さえぎることができるかな。辛つらすぎてウチは「……もうやめてよ」と必死に言葉を絞しぼり出した。




　ウチが代表者になりたくてなった訳じゃないこと、アンタ分かってるでしょ？

　これでも精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばったんだって。これ以上いじめないでよ。




「のせのせパズルゲームでの経験を、今こそいかすの」

　花が再び『のせのせパズルゲーム』という言葉を述べた時、ウチの中でなにかがプチンと弾はじけた。多分、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おって奴やつだと思う。

「何度も何度も……のせのせパズルゲームうるさぁぁぁい!!」

　その場で地じ団だん駄だを踏ふみ、ウチは叫さけんだ。

「分かったよ、最後までやりゃいいんでしょ!?」




　突とつ然ぜんブチ切れしたウチにナナオは呆あつ気けにとられたように瞬まばたきをしてから、

「まぁ、それで気がすむなら、そうしたら？」

　と、勝者の笑えみを浮うかべた。




　花がそこまで言うなら、考えてやろうじゃないか。ルールの抜け道だっけ？

　ウチは大きく深呼吸して、気持ちを落ちつけるように首につけたヘッドホンを触さわりながら、必死に頭を動かした。




　ウチがナナオに勝つためには動物を偶ぐう数すうの数だけ消さなきゃいけない。そうすれば、ナナオに最後の動物を消させることができる。

　ドックンドックンと未いまだに耳元で鳴り続ける鼓動を聞きながら、ウチは黒板に書かれたルールを読み返した。





ルール①　交こう互ごに動物に線を引いて消していき、最後の一いつ匹ぴきを消した人が負け。

ルール②　消す動物の数に制限はないが、自分の番の時は必ず一匹は動物を消さないといけない。

ルール③　猪いのしし→鹿しか→蝶ちようの順番、もしくは同じ動物の絵え柄がらが並んでいる部分のみ連続して動物に線を引くことができる。






　やっぱり何度読んでも、今残された動物を二個以上消すことなんて不可能だ。

　必死に黒板を睨にらみつけるが、答えはでてこない。

　頭がゴチャゴチャになりすぎて、黒板の動物の羅ら列れつが『のせのせパズルゲーム』の画面にみえてきてしまった。さっき花がゲームの名前を連呼したせいだろう。




　もし猪いの鹿しか蝶ちようゲームじゃなくてスマホゲーム対決なら絶対勝つ自信があったのにな。

　再びルール一覧を眺ながめて、ウチはなんとなくルール①の言葉を読み返してみた。

「……動物に線を引いて、消す」

　ここだけならば『のせのせパズルゲーム』とルールは一いつ緒しよなんだけどな。

「……あれ？」

　うっすらと点と点が繫つながり始める。

　もしかしてさっき花が『のせのせパズルゲーム』って連呼したことにも意味があるの？

　アナログとデジタルの違ちがいは大きいけれど、たしかに両方とも線を繫いで物を消していくゲームだけど……。

「！」

　ロシアンルーレットの時と同じ、お腹なかの底がゾクゾクとこそばゆくなる。

　お先真っ暗だった未来に光が差し込み、言いようのない興奮が体から湧き上がってきた。

「見つけた、ルールの抜ぬけ道！」

　ウチはそう叫び、黄色いチョークを握って一気に線を書き殴なぐった。




「……は、何やってんの？」

　ナナオが信じられないような顔をして、黒板の前で固まっている。

「だってルールには直線じゃなきゃいけないって書いてないでしょ？」

　そう言ってウチはニヤリと笑った。

　ウチは『のせのせパズルゲーム』のように、最上段の猪から五段目の蝶へと線をカクカクと曲げて繫げたのだ。猪、鹿、蝶、猪、鹿、蝶と、六個の動物を消去させながら……。これで残りの動物は六段目の蝶、ただひとつである。
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「最後のひとつ、早く消したら？」

　背後に立っていた花がナナオに近づき、そっと新たなチョークを差し出した。

　プルプルと震ふるえていたナナオは、それを手で払はらいのける。

「……こんなのルール違い反はんだろ!?」

　ナナオが払いのけたチョークが床ゆかの上で粉々に砕くだけた。

「だって、アタシ言ったよな？　線は左から右に引くって！」

　ドキリとウチの心臓が跳はねる。

　ヤバイ、そうだった。たしかにナナオはそんな事をゲームが始まる前に言っていた気がする。焦あせるウチを無視して平然と花は頷うなずいた。

「ええ、たしかに言ったわね……でも、アナタこうも言ったわ」

　花は言葉を一度区切り、ルールが記された黒板をバンッと叩たたく。

「ここに書いてあるルールが絶対だって……ここのどこに左から右へ線を引くって書いてあるの？」
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　ナナオは喉のどの奥からへんな唸うなり声を出したかと思うと、カチカチカチと奥歯を鳴らしながら、その場に蹲うずくまった。




　……これって、もしかして逆転の勝利ってやつ？




　体の中で、勝利の花火がバンバンと弾けて興奮へと変わっていった。

「勝てたのは、花のおかげだよ！」

「別に自分の命を守っただけ」

「いやマジでありがとう、アンタ凄すごいわ！」

　大興奮のまま、ウチは彼女の前に両手を上げて差し出した。

「え？」

　怪け訝げんそうな顔をする花に、構わずウチは掌てのひらをみせるように、両手を彼女に近づける。

「ほら、ハイタッチ！」

　ウチの気き迫はくに負けたように花は両手を上げる。

　そこめがけてウチは「イエイッ！」と、両手を叩きつけた。




「ふうちゃん、凄い！」

　その場でピョンピョンと飛びはねておっぱいを揺ゆらして喜ぶいっちゃんが両手を上げてウチに差し出してくる。ウチはニンマリ笑って彼女にもハイタッチをした。

「ほら二人も手を上げて！」

　オールバックとチャパツにも無理やり手を上げさせてウチは全員とハイタッチをした。気持ちが高まりすぎて収まらない。ホントはここで全員で踊おどり狂くるいたい気分だ。




「んな事いいから、早く殺やれよ[image: !!!]」

　ウチのハッピータイムをぶち壊こわすように、ナナオが金切り声をあげた。

「早くアタシを殺して、さっさと消えな！」

　泣き叫さけぶナナオを見やっていた花が、太もものガンホルダーから銃じゆうを取り出そうとしている。

「待って！」

　ウチは慌あわててその手を押さえた。

「別に勝ったからって撃うたなくてもいいじゃん！」

「……よく意味が分からないんだけど」

　冷ややかに言う花に、ウチは必死に自分の気持ちを伝えた。

「だから銃を撃ったフリをして、ナナオには従順な下僕になった演技をしてもらうんだよ！　そうやって黄金卵たちに協力してもらえば誰だれも撃たなくて済すむじゃん！」

　明らかに花はウチの言葉に動どう揺ようしていた。

　こんな考えアマチャンかもしれないけど、でもやっぱりウチは誰かを殺したくない。

　じっと身動きせず、しばらく花は黙だまりこんでいたが、

「……アナタがそれでいいのなら」

　そう言って、ナナオに視線を送る。

　信じられないという顔をして、ナナオは口をパクパクと動かしている。

「なんで……アタシを助ける義理なんてないだろ!?」

「義理もないけど、金きん髪ぱつちゃんを撃ち殺ころす恨うらみもない」

　そう言ってから、ウチは「ケッケッケ」とナナオの笑い声を真ま似ねしてやった。

「あれ、今の笑い声ちょっと似てなかった？」

　ウチが尋たずねると、ナナオは手本を見せるように「ケッケッケ」と笑った。

　良かった、これで誰も撃ち殺さなくて済む……。




　バシュッ、バシュッ！




　突とつ然ぜんの銃じゆう声せいに思わず身をすくめるウチの横で、ナナオがゆっくりと背後に倒たおれていった。

「え？」

　訳が分からず彼女に目を向けると、倒れるナナオの額には焼け焦こげたような痕あとが残されている。彼女は白目を剝むいてピクリとも動かなかった。

　え、なんでナナオは倒れているの？　なんで撃たれてるの？

　せっかく仲間になってくれる所だったのに…!?




「一いつ触しよく即そく発はつ型って、生ぬるいわ～」

　声のする方を見やると、見知らぬ少女がレーザー銃を構えて立っていた。

「敗者になってまで生きていたいのかね……撃ち殺してもらえないなら、自分で頭撃ち抜けっていうの！」

　白いポロシャツに赤いスカートを穿はいたお団子髪がみの少女は、生ゴミでも見るようにナナオに侮ぶ蔑べつの目を向けた。コイツが……新たに現れた黄金卵が、ナナオを撃ち殺したのである。

「まぁコイツも生ぬるいけど、アンタらはそれ以上だわ」

　少女はナナオを見ていた時よりも更さらに汚きたならしいものをみるような視線をウチらに浴びせて、ペッと唾つばを吐はき捨てた。

「私が叩き直してやるよ、ＹＯＵ達の生ぬるい、その性しよう根ねをね」

　言葉を言い終わらぬうちに少女は、突然いっちゃんに飛びかかる。

　そして、いっちゃんが声をあげる隙すきを与あたえずに彼女に銃じゆう口こうを押し付けると、ニンマリと八や重え歯ばを露あらわにしながらほくそ笑えみ、言った。

「はい、人ひと質じちゲット！」






















「一難去って、また一難ってね？」

　お団子女は、イヤらしい笑みを浮うかべながら頰ほっぺたを緩ゆるませた。

　何のためらいもなくナナオを撃うち抜ぬいたお団子女の銃口は、ウチの親友・いっちゃんのコメカミにつきつけられている。




　目前の光景に心臓が激しく鼓こ動どうしすぎて胸が痛い。何度息を吸い込んでも、呼吸がうまくできなかった。




　……もう一体なんなのさ。ウチが一体なにしたよ？

　悪いこと全然してないとは言わないよ？　でもした事といえば、遅ち刻こくやスマホゲーム課金くらいのもの。

　どれもお茶ちや目めな一いつ般ぱん女子高生が、ついしでかしちゃった失敗レベルでしょ!?

　なのに、なんでこんな拷ごう問もんカーニヴァルみたいな目にあわなきゃいけないのさ!?




「……ふぅちゃん」

　カタカタと震ふるえて涙なみだぐむいっちゃんは、唇くちびるを震わせながらウチの名前を呼ぶ。

　でも今のウチにできるのは、こうやって突つっ立って青ざめる事くらい。




　お団子女は、さっき「人質」って、いっちゃんを呼んだ。

　ウチらが下手へたに動けば、あいつの銃じゆうが火を噴ふき、彼女の頭を撃ち抜いてしまうだろう。

　だって、どんな漫まん画がや映画でも、それがこのシチュエーションのお約束だもん。




「いっちゃんを放して！」

　こんな事を言って人質を解放する敵がいないことも、今まで読んできた漫画や映画で充じゆう分ぶん理解してる。

　でもウチは叫さけばずにはいられない。

　だって、いっちゃんはウチの親友なんだもん。

「人質にとるなら、いっちゃんじゃなくてウチにしなよ！」

「Ｗｏｗ（ワオ）、素す敵てきな友情に涙がツユダク大盛りってかんじ？」

　お団子女はヘタクソな泣き真ま似ねを披ひ露ろうしてから拳けん銃じゆうを構えていない方の手で、いっちゃんのプニプニの頰っぺたを乱雑に突いた。




「……目的はなに？」

　ウチの隣となりに立っていた花が目を鋭するどくして女を睨にらみつけた。

　怒いかりに感情を駆かり立てられる時だけ、彼女の表情は豊かで鮮あざやかになる。顔を歪ゆがめる花の手には拳銃が構えられていた。

「人質など取らなくても、私達はあなたとのゲームから逃にげたりしないわよ」

　女はそれが面おも白しろくて仕方ないというように厚めの唇をめくって八重歯をのぞかせる。

「別に逃げるなんて思ってないよ、言ってみりゃ優やさしさ？」

「優しさ？」

　声をあげるウチに「Ｕｈ‐ｈｕｈ（ア～ハン）」と、女は頷うなずいた。

　さっきからいちいち反応が外国かぶれで頭にくる。もしかして帰国子女かなんかか？

　お団子女はペロリと唇を舐なめてから、もったいつけるようにゆっくりと口を動かした。

[image: ]




「ＹＯＵ達がゲームに負けた時、あんな状じよう況きようじゃ勝てる訳なかったんだって諦あきらめられる為ためのお膳ぜん立だて？」




　黄金の卵か何か知らないけど、どうしてこのゲームに出てくる女たちは全員意味不明で思わせぶりな言葉ばっかり口にするんだろ。

　もっと人に伝わる様に分かりやすく説明する努力をするべきだと思う。

　さぞかし皆みなさん優ゆう秀しゆうなんでしょうけど『人との話し方』みたいな授業があったら赤点確実ですよ。




「あれ、もしかしてＹＯＵは理解できてない？」

　ヘッドホンのコードをいじりながらイラついているウチに、お団子女は「ＯＨ　ＮＯ（オーノー）」とワザとらしく肩かたをすくめてみせた。




「例えばぁ……人ひと質じちを取られちゃったり、それで武器を奪うばわれちゃったり？」

「え？」

「ていう事で、この眼鏡めがねちゃんの脳みそ炸さく裂れつさせたくないんなら、さっさと全員銃を床ゆかに捨てなさい」




　いっちゃんの頰っぺたを突っつくのを止やめて、お団子女はその手を花に向かって差し伸のべた。だけど花もオールバックもチャパツもピクリとも動こうとしない。




「なにしてるの、早くしてよ!?」

　ウチが叫ぶと、チャパツは申し訳なさそうに俯うつむき悲しげな笑えみを浮かべた。




「ごめんねお嬢じようさん、僕たちにはその判断はできないんだ」




「は？」

　続けてオールバックも口を開く。

「俺達は、もう何も決められない」

　ウチに向かって話しかけているにもかかわらず、オールバックとチャパツと全く目が合わない。彼らの視線は花に向けられていたのだ。大の大人が、花の命令がないと動けないって訳!?




「……全部アンタ次し第だいってこと？」

　問いかけても、花は俯いたままだ。

「じゃあさっさと銃を捨てるように言ってよ！」

　彼女は、まるで見えないヘッドホンが頭についているみたいに、こちらに一いつ切さい反応しないでウチらを遮しや断だんしていた。花に近づいたと思ったら、また突きはなされる。その度たびにウチはちょっとだけ傷ついて、勝手に友情を築けているつもりになっていた自分を恥はじた。




　彼女が言っていたコトが急に頭ん中にフラッシュバックしてくる。




　花は絶対に叶かなえたい願いがあるって言っていた。

　その為ならどんな犠ぎ牲せいも構わないって感じで、ゲームに勝つ為なら自分の命が懸かかっていても簡単にロシアンルーレットで三発連続引き金をひけちゃう。

　この状況で武器を奪われるのは、文字通り『命とり』。

　ゲームに不利になるような事を、この女が選せん択たくするとは思えなかった。




「あらあららぁ？」

　ウチと花のやりとりを眺ながめながら、お団子女がプフプフと笑い声を漏もらした。

「眼鏡ちゃん、アンタ見殺しにされそうになってるよ。Ｓｏ ｓａｄ（ソ～サッド）！」

　いっちゃんは泣きじゃくる事にも疲つかれてしまったように放心状態で固まっている。

　彼女は両手で三つあみを摑つかんで、呆ぼう然ぜんとウチの顔を見つめている。

「見殺しになんてしない！」

　たまらなくなって叫ぶウチにお団子女がニンマリと八や重え歯ばを見せる。

「口でどんなに喚わめこうと意味ないんだよ、ゴリラちゃん」




　どこかでウチらの会話を盗ぬすみ聞ぎきしていたんだろうか。

　こんな奴やつにまで「ゴリラ」呼ばわりされるなんて……[image: !!!]




　そう思いながらも、ウチは何も言い返すことができなかった。

　だってお団子女の言う通りだもん。ウチが何を言おうが花たちが銃じゆうを捨ててくれなきゃ、いっちゃんは撃うち殺される。




「お願いだから、早く銃を捨てて！」

　ウチは花に手を合わせて、神様にすがるように頼たのみ続ける。いっちゃんを助ける為なら何度だって頭をさげるし、なんでもするよ。

　だけど彼女は未いまだにウチに心を閉とざしたままで、ただ時が過ぎて全すべての事が終わるのを待っているようだった。




　ウチらのやりとりを見ている事に飽あきたのか、お団子女は「フワァ」とアクビをしてから口を開く。

「はい、そろそろタイムアップですよぉ～」

「え、ちょっと待ってよ！」

　叫さけぶウチを無視して、女はいっちゃんのコメカミに銃を構え直す。

「じゃあ眼鏡ちゃん処しよ刑けいまでカウントダウンスタ～ト～！」

　そう言って女は、やたら発音よく、ゆっくりと数字を口にし始めた。





「……10（テェ～ン）」






　ウチは花にしがみ付いた。

　彼女の瘦やせて薄うすい体は微かすかに震ふるえている。





「……９（ナァ～イン）」






「アンタが叶えたい願いがある事も知ってる、けどその為なら何をしても良いっていうの!?」





「……８（エェ～イト）」






　花は床ばかりを見つめてうつむいている。そんな悲しそうな顔するなんてずるいよ。これじゃまるでウチが花をいじめてるみたいじゃん!!




　何度も何度も花の体を揺ゆさぶるが、彼女は唇くちびるを嚙かみしめたまま声をあげようとしない。

　その間にもドンドンとカウントダウンが進んでいく。





「……７（セェ～ヴン）」






「いっちゃんはウチの大事な友達なの！」

　花を揺さぶる度に、ウチの短い前まえ髪がみが揺れる。

　いっちゃんの啜すすり泣く声が聞こえてきて、ウチは更さらに声を荒あららげた。





「……６（シィ～ックス）」






「アンタだっているでしょ、心の底から大事に思ってる人が!?」

　ウチの言葉に、初めて花がピクリと反応した。

　微かに開きかけた花の心の隙すき間まを必死にこじあけるようにウチは言葉を続ける。





「……５（ファ～～～イブ）」






「いっちゃんを助けてあげてよ、頼むから……」

　こんな酷ひどい目に彼女が遭あっているのも全部ウチのせい。彼女は、いっつもウチにふりまわされっぱなし。

　今、この瞬しゆん間かんもいっちゃんは傷つき怯おびえ続けている。それを思うと胸が押しつぶされそうだった。





「……４（フォ～）」






「ねぇ、お願いだって、花！」

　彼女はビクッと反応して顔をあげた。

　ウチの目の前に現れた花は、今まで見た事ないような弱々しい表情を浮うかべている。





「……３（スリ～）」






　目を見開き戸と惑まどっている花は、左右にせわしなく目を泳がせている。

「……今なんて？」

「え、今って？」

　一体ウチの言った事の何がそんなに彼女を困こん惑わくさせているのか、サッパリ分からず彼女に問い返す。





「……２（トゥ～）」






　しかし花はウチの問いに答えることなく、ガックンと体から力を抜ぬいて肩かたを落とした。





「……１（ウァン）」






　……ゴトン！

　視し聴ちよう覚かく教室に響ひびいたのは、花の手から拳けん銃じゆうが滑すべり落ちた音だった。




「……花が銃を捨てた、捨てた[image: !!!]」

　ウチが叫ぶと同時に、オールバックとチャパツもすぐさま拳銃を床ゆかへと投げ捨てた。やたらと発音の良かったお団子女のカウントダウンも止まる。

　咄とつ嗟さに、いっちゃんの顔を見やった。彼女は涙なみだをボロボロ流しながら口を動かす。声が擦かすれていて全く聞き取れなかったけど「ふぅちゃん」と名前を呼ばれたことは分かった。




　……よかった、まだ生きている。

　ウチはその場にしゃがみこみ「ハァ……」と深く溜ため息いきをはいた。

　なんで花が銃を捨ててくれたか分からないけど、必死に頼み続けて本当に良かったよ。




　一部始終を眺ながめていたお団子女はつまらなそうに唇を尖とがらせて「ＢＯＯ！（ブー！）」とブーイングする。

「捨てるなら、最初から言う事聞きなさいよね」

「……銃は捨てた、いっちゃんを放して！」

　ウチの言葉にお団子女は間を空けてから「……はぁ？」と首をかしげる。




「いつ銃を捨てたら、眼鏡めがねちゃんを解放するなんて約束した？」

「そんな！」

　ウチの反応を楽しむようにお団子女がニンマリと八や重え歯ばをのぞかせる。

「ショータイムはこれからでしょ？」

　なにがショータイムだよ、ふざけんな！

　そう叫さけびたかったが、いっちゃんを人ひと質じちにとられているウチは彼女に黙だまって従うしかない。

　従順なウチらの態度に酔よいしれるようにウットリと目を細めながら彼女は吐と息いきをもらす。

「さぁ、両手をあげて教室の外に出てもらいましょうか？」




　　　　★☆★☆




　……はぁ……はぁ……はぁ……。

　酸欠状態のウチは、浅く何度も息をして額の汗あせを拭ぬぐいながら、ボソリとぼやいた。




「……なんか今日走ってばっかだな」




　ぼやきを指し摘てきするように背後からお団子女の声が響いた。

「はぁ～い、スピード落とさなぁ～い！」




　かれこれ三十分、お団子女に促うながされるまま、ウチらは廊ろう下かを走り続けている。




　視聴覚教室を出ると彼女は「次のゲーム場所までダッシュで行くよ」と、ウチら全員に廊下を走る様に強制したのだ。

「もし足を止めたら、人質を撃うち殺す」なんて言われては、女に従うしかない。




　ウチらが体力を消しよう耗もうさせることを喜ぶようにお団子女は階段を登っては下りてを繰くり返している。女は陸上部のマネージャー気取りで、少しでもウチらが走る速度を落とすと背後から檄げきを飛ばしてきた。




「……一体、どこにむかってんの？」

　ヘロヘロになりながら尋たずねても、お団子女は「ひ・み・ちゅ♡」とかわいこぶるだけで答えてはくれない。

　彼女の腕うでの中にいるいっちゃんはコメカミに銃じゆうをつきつけられたままだ。彼女は運動が得意ではない。きっとそろそろ体力の限界のはずである。彼女の様子が気がかりでならないが、振ふり返る余よ裕ゆうもウチにはなくなっていた。







　廊下を駆かける度たびに首にかけたヘッドホンが擦こすれてヒリヒリと痛む。

　息がはずんで、膝ひざがくじけそうだった。

　隣となりを走る花やオールバック、チャパツは弱音を吐はくことなくウチの少し前を黙もく々もくと走り続けている。




　どんだけ体力あるんだよ、野生動物かサイボーグか？

　心の中でウチがツッコミを入れていると、

「……ねぇ」

　花がいきなり声をかけてきた。

　彼女はいつの間にか速度を落として、ウチの隣を並走している。息を乱すことなく、花は長いツインテールを規則正しく揺ゆらしていた。

「……なに？」と、ウチは息絶え絶えに返事する。

　彼女は少しためらってから言葉を続けた。

「……なんで私の名前、知っていたの？」

「は？」

「さっき、私の名前呼んだでしょ」

　何を言い出すかと思えば、そんな事かよ。

　もっと深刻なことかなとか勘かんぐって、チョット身構えちゃったじゃんか。

「いやなんでって……呼ばれてたじゃん」

「え、いつ？」

　花は心底驚おどろいた顔をしている。

　え、この人まさかの天然さんなの!?

「ゴミ置き場の所で、オールバックさんに」

「……オールバックさん？」

　花はキョトンとしてから「プッ」と、可愛かわいらしい声で吹ふき出すと笑い声をあげた。

「あ、先生の事か？」

　クスクスと笑う花の顔を啞あ然ぜんと見やる。

　オールバックの事を『先生』と呼んだ事も気になるけど、なによりも一番の驚きは、彼女の笑え顔がおだろう。この人がちゃんと笑ってるトコ初めてみた。眉まゆ毛げが下がって、ぐっと幼い顔つきになる。

　……結構可愛いじゃん。
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　眼鏡を取ったら意外と美人的な、そんな少女漫まん画が的てき展開をちょっと感じてしまって……なんかムカつく。




　良いタイミングなので、ウチはずっと聞きそびれていた事を尋ねる事にした。

「……ねぇ、あの二人って名前はなんて言うの？」

「知らない方がいい」

「ここまで来てもったいぶらないでよ」

「いや、そうじゃなくて……」

　花はせっかく浮うかべていた笑顔を引っ込めて言葉を選ぶように、少し間を置いてから言葉を吐いた。

「情がうつるから」

「情？」

　コクリと花は頷うなずく。




「そう、名前はその人にとって大切なものだから……呼んでも呼ばれても情がうつるのよ」




　呼んでも呼ばれても、か……。

　っていうことは、花はウチにも情がうつってるんだろうか。

　ちょっと気になったけど「そんな訳ないでしょ」とか呆あきれられたら癪しやくなので、黙っていることにした。

　それに体力の限界が近くて、ウチは余裕がなくなってきていたのである。足がガクガクとして、いつ腰こしが抜ぬけてしまってもおかしくない。このままじゃ、いっちゃんより先にウチがダウンしてしまう。

　延々と走り続ける、この無意味な時間、いつまで続くんだろう。

「はぁ…はぁ…ふへぇ…」

　気を抜くと情けない声がもれてしまう。

　これもお団子女が言うところの「負けてしまっても仕方ない」と思う為ための優やさしさなのか？




　ウチのほうをジーッと見やっていた花は、再び走るスピードをあげると目の前を走るチャパツの肩かたをポンと叩たたいた。

「ねぇ、助けてやって」

「了りよう解かい」

　チャパツはそう返事をすると、走る速度を落としてウチに近づいてきた。

「え、なに？」

「しっかり摑つかまって、お嬢じようさん」

「は？」

　意味が分からず尋ね返したのと同時に、チャパツはひょいとウチの体を抱だきかかえた。

　俗ぞくに言う『御お姫ひめ様さまだっこ』っていうやつである。

「ちょっと、やだおろして!?」

　こんなに男の人と体が密着したのは、小三の頃ころに町内会のちびっこ相撲ずもうに参加した時以来である。心臓が今までとは違ちがうようにバクバクと高鳴った。恥はずかしすぎて体が茹ゆだっていく。助けてくれたつもりなんだろうけど、今の方がよっぽど息苦しい。

「ねぇ、早くおろしてってば！」

「残念ながら、僕にその判断はできないんです」

　でたよ、花の命令は絶対!!

「いいから早く！　ウチ重いでしょ!?」

「重い？　まさか」

　そう言うと、チャパツは突とつ然ぜんその場でフィギュアスケート選手顔負けのターンを披ひ露ろうした。

「ワギャ!?」

　想像の上の行動をしてくるチャパツに、ウチは色気もへったくれもない奇き声せいを発してしまう。ドドドドドと、ゲームのボタンを連打しているみたいに鼓こ動どうが高鳴り、バクハツしそうだった。




　クソ、これじゃゴリラって言われても仕方ないじゃないか、自分よ！




　そんな奇声を気にせずにチャパツはクスクスと笑い、急に色っぽい表情を作ってウチに顔を近づけてくる。

「どうです？　重かったら、こんな事ができますか？」

　チャパツに急接近したせいでウチの体は茹るどころか発火寸前だった。

　顔が近づきすぎて、彼の耳たぶにあるピアス痕あとやホクロの位置まで確かく認にんできてしまう。今まであまりかいだことがない男の人の匂においがする。

　ウチには刺し激げきが強すぎるよ！　あぁ、こんな汗あせでベッタベタの体を抱きかかえられたくなかった。

　どうしよう！

「この女、汗あせ臭くさっ」とか思われてたら!?




「調子のりすぎだぞ」

　ウンザリしたように前方を走るオールバックが顔を歪ゆがめた。

　注意を受けたチャパツは肩をすくめて「僕は命じられた事をしているだけですよ」としらばっくれている。二人ともそんなに年ねん齢れいが変わらなそうなのに、精神年齢は大分差があるようだ。




「あ～、そこのＹＯＵたち、ハレンチねぇ！」

　お団子女は再び「ＢＯＯ！」とブーイングしながらチャパツとウチを指さしている。

「不純異性交遊は停学だぞぉ～！」

　ギャーギャー騒さわぎながら、お団子女は顔を赤らめている。

　キャラと違って意外とウブなのかも……。

　いや、ウブな人間はいっちゃんを人ひと質じちに取ったりナナオのオデコを突然撃うち抜いたりしないか。

「もうゴリラちゃん！　ベタベタくっついてないで、さっさと離はなれなさ～い！」

「いや、ウチじゃなくてこの人に言ってよ！」

　思わずツッコむと、お団子女はフンと鼻を鳴らして立ち止まった。

「まぁいいや、目的地ついたし！」

　彼女が立ち止まったのは屋上へと続く階段だった。




　いや、目的地もなにも階段の真横にあるのは、視し聴ちよう覚かく教室なんですけど!?

　ホントにウチら散々走らされただけだったのかよ!?

　さすがの花もウンザリした様子で溜ため息いきをついている。

「ほらぁ、さっさと歩く～！」

　異常なほど空気が読めないのか、ウチらのリアクションなんて気にしていないのか。

　お団子女はケロッとした顔で階段を駆かけ上がっていった。




　　　　★☆★☆




　屋上へ続く扉とびらを開けるとそこには、いつもと違う風景が広がっていた。普ふ段だんはベンチが置かれているスペースに机や椅い子すが山のように積まれている。

　学園祭の時に、邪じや魔まとなる備品がここに集められているのである。




　その乱雑とした雰ふん囲い気きにも戸と惑まどったが、ウチが一番驚おどろいたのは学校を覆おおう半はん透とう明めいの巨きよ大だいな壁かべだ。その壁はドームのような形をしており、学校一面を包み込んでいる。




「……何これ？」

　やっとのことでチャパツから解放されたウチは呆ぼう然ぜんと空を見上げる。

　月明かり以外の侵しん入にゆうを許さないように、怪あやしげな壁は学校と周囲を遮しや断だんしていた。




「だから逃にげようとしても無む駄だって言ったでしょ？」

　一いつ切さい驚きもせず、花はツインテールをリボンのように指に絡からめた。どうやら壁のことにはとっくのとうに気づいていたようである。




「……こんな大きな壁、いつの間に作ったんだろう」

「作ったというよりは、見えるようにされてしまったの」

「は？」




　また意味分からない事言いだしたよ。

　……ウチはツッコむ事に疲つかれてゲンナリと彼女を睨にらんだ。その視線に気づいたんだろう。彼女は再び口を開き、言葉を続けた。




「このゲームに参加した者だけが見えるようになる実際には存在しない壁……勝手に脱だつ出しゆつしようとすると精神に異常をきたす」

「……そんなとんでも科学、存在するわけないじゃん」

「一種の催さい眠みん作用ね……ありえないみたいな顔をしてるけど、アナタだってこの壁が怖こわくて怖くて仕方ないはずよ」




　花の言う通りだった。

　信じられないと言いつつも、ウチはビビっていた。

　学校を覆い尽つくす壁の威い圧あつ感かんに押しつぶされそうで手を伸のばす事さえ怖くてできない。




　パチパチパチパチ……。




　その時、前方から聞きなれたくぐもった拍はく手しゆ音が響ひびく。顔をあげたウチは「やっぱり」と思わず呟つぶやいた。




「やっぱりとは、随ずい分ぶんな挨あい拶さつですね」




　積み重なる机と椅子で出来た寄せ集めのステージに立っていたのは田篠であった。

　ククククと喉のどを鳴らしながら、彼は拍手を続けている。

「ＨＥＹ田篠先生、なんで拍手なんかしちゃってんの？」

　人質のいっちゃんを連れたお団子女がツカツカと、田篠の横に歩み寄っていく。

「それは彼女の黒い壁についての説明が実に見事だったからですよ」

　拍手を止やめた田篠は、長い前まえ髪がみをかきあげながら花を見やって言った。




「随分賢かしこくなったようですね、市位ハナさん」




　いちい、はな？　それが花のフルネームなの？




「賢くなっただけじゃない、体重も六・三キロほど落ちたようですね。それに髪かみもかなり伸びた。その髪を二つに結ゆいあげて……まるで『もう一人のはなさん』が蘇よみがえったみたいですね？」

　花は口を噤つぐんだまま、田篠を睨みつけている。




　もう一人の花？　蘇る？




　またしても会話に置いてきぼりのウチは必死についていこうと双そう方ほうの顔を見比べるが、全く話の核かく心しんが摑つかめない。




「最初は驚きましたよ。もしかしてアナタが本当に『稲いな沢さわはなさん』なのではないかって少し疑ってもいました……なので脳内革命型君に手伝ってもらい、アナタを確かめていただきました」

「……それが、人質って訳ね」

　やっと口を開いた花に「ご名答」と、田篠はニンマリと笑えみを零こぼした。

「もしあなたが『稲沢はな』ならば、さして関かかわりも情もない穀倉伊月の命などの為ために武器を捨て丸まる腰ごしになる事も、脳内革命の命令に黙だまって従う事もない……彼女は目的の為ならば、どんな手段も選ばない女でしたからね。アナタのように中ちゆう途と半はん端ぱな優やさしさをもった女ではなかった」




「……あの！」

　もう我が慢まんできなくて、ウチは声をあげた。

　一いつ斉せいにウチのパッツン前髪あたりに視線が集まっていく。




「……なんでしょうか、八井田風さん？」




「いい加減ウチらの事を放置して二人の世界展開させんのやめてもらえません!?」




　田篠は一いつ瞬しゆんキョトンとした表情を浮うかべたが、すぐに「プッ」と吹ふき出す。

　そして口元を白しろ手て袋ぶくろで覆い、腹を抱かかえて笑いだした。

「君はとっても面おも白しろい女の子ですね」

「……はぁ」

「いいでしょう、話してあげましょう」




　田篠がパンッと手を叩たたくと、物もの陰かげからガムクチャ女が姿を現した。

　ガムクチャ女はすっかり生気の抜ぬけた顔で、彼にタブレット端たん末まつを手て渡わたす。

「アンタ、さっきの！」

　ウチが声をかけてもガムクチャ女は全く反応することなく、再び物陰に消えていった。

「さっき話したでしょ……あの子に話しても無む駄だよ」

　花はフルフルと握にぎった拳こぶしを震ふるわせながら、ウチに言葉を吐はき捨てる。

　ウチはようやく花が言っていた「死んだも同然」という言葉をお腹なかの底から理解した。




「あんな腐くさった卵の事は気にせず、この画面をご覧になってください」

　田篠が持つタブレット画面いっぱいに表示されていたのは、花の顔である。

「これは聖アルテミス女学院で起こった失しつ踪そう事件の被ひ害がい者しやで未いまだに行方ゆくえ不明の少女・稲沢はなです」

　田篠が画面をスクロールさせると、今度は自信なさそうな顔でスマホをいじくる少女の姿が映し出される。

「同じく彼女も行方不明のまま消息を絶っている聖アルテミス女学院の生徒・市いち位いハナです」

　先ほど田篠が花を呼ぶ時に言った『市位ハナ』というワードが飛び出して、ウチは画面に顔をじっと近付けて双方の写真を見比べた。そして鈍どん感かんなウチはやっと田篠が言っている言葉の意味を理解したのである。




『稲沢はな』と呼ばれる生徒の写真は背格好や髪かみ型がた、表情は花そのものだが、よく見ると鼻の形や目の雰ふん囲い気きが彼女のものとは違ちがっている。

　一方『市位ハナ』と呼ばれる生徒の写真は雰囲気や表情は全くの別人だが、顔のパーツは確かに花のものと同じだった。




「……花の正体は『稲沢はな』の格好を真ま似ねしてる『市位ハナ』ってこと？」




「そういうことです」

　田篠は「よくできました」と言わんばかりにウチの頭をポンポンと撫なでた。思わず身じろぎ、ウチは後方に飛びのいてから花に尋たずねる。

「でも……なんで、こんな事を？」

「そりゃ罪悪感っしょ？」

　花の代わりに、ウチの問いかけに応じたのはお団子女こと脳内革命型の少女であった。

「だってコイツ、親友をぶっ殺して黄金卵になったんだから」




「殺してなんかない！」

　花が今までにない程ほど、感情を露あらわにして叫さけんだ。

「殺したのは、田篠……アンタでしょ!?」

「心外ですね、彼女がゲームに負けたから処しよ刑けいしただけですよ」




　眼鏡めがねを人差し指で押し上げて溜ため息いきをつく田篠は、山盛りに自分の大好物が載のせられた大皿でも眺ながめるようにウットリと花の顔を見やった。




「でも私は嬉うれしいですよ、あなたが立派に『脳のう漿しよう炸さく裂れつ型』として成長してくれていて」

「は、何言ってんの!?」
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　感情的に怒ど鳴なる花の姿は、いままでの彼女とはまるで違っていた。

　今までつけていた『稲沢はな』という名の仮面がボロボロと零れ落ちて、市位ハナが剝むき出しになっていくようである。




　そんな彼女を面白がるように田篠は暴力的に言葉を投げつけていく。

「だってそうでしょう？　すっかり手て懐なずけていらっしゃるじゃないですか。腐った卵達を！」

「……手懐けてなんて」

「いいやアナタは自分の良いように彼女たちを利用している」

「変な言いがかりはやめて！」

「……では、八井田さんと穀倉さんに判断していただきましょう」




　田篠の声に合わせるように、ゴウゴウと夜風が屋上に吹き付けた。

　ウチらのスカートをめくり上げ、チャパツたちの背広がヒラヒラと揺ゆれたが、誰だれひとりとして自分の身なりなんかを気にする者はいない。




「『黄金卵の就職活動』に勝利した市位ハナさんは腐った卵になりさがった親友『稲沢はな』を元に戻もどすために全神経を注ぎました……高度育成プロジェクトに関かかわった大人たちを尋じん問もんして、そして親友の仇かたきたちの脳漿を次々と炸裂させていった」




　ウチらに相あい槌づちをうつ隙すきも与あたえずに田篠は畳たたみかけるように言葉を続けていく。




「しかしいつまで経たっても『稲沢はな』を元に戻す方法は摑つかめない。やがて腐った卵たちの扱あつかいに困り始めた彼女は、自我を失なくした腐った卵達に命じたのです。『周囲が違い和わ感かんを覚えないように「腐った卵」になる前の自分を演じること』と」




「……そう命じられた人は、どうなっちゃうんですか」

　ビクビクと怯おびえながら、いっちゃんが口を開く。

　体中の水分を涙なみだとして流しきってしまったのか、彼女の唇くちびるはカサカサに乾かわいている。

「黄金卵の命令は絶対です。家族にもバレる事なく、かつての自分自身を演じきっているでしょう。ただし市位さんが「死ね」と命じれば、何のためらいもなく舌を嚙かみ切るでしょう……要は必要になった時だけ呼び寄せるストックを街中にばらまいた訳です」




「違う！」

　花は狂くるったように首を横に振ふりながら叫ぶ。

「私は彼女達と、その家族の幸せを思って……」

「じゃあどうして、その二人を解放してあげないんですか？」




　田篠はそう言ってオールバックとチャパツをそれぞれ指さしていく。

「聖アルテミス女学院失踪事件の被害者・教育実習生の古こ寺じ正せい義ぎと久く保ぼ賀が大だい治じも解放してあげればいいじゃないですか？」




　花は「それは……」と言葉を続けることができずに口ごもった。

　オールバックが『古寺正義』、チャパツが『久保賀大治』と言うらしい。

　二人とも元々教育実習生なのか。花が古寺の事を『先生』と呼んだ事も、これで腑ふに落ちた。

「要は寂さびしかったんでしょう、一人で敵に立ち向かうのが……」




　田篠は蔑さげすむように花を見やる。

　彼女は苦しげに目を逸そらすだけ……きっと田篠が言った事が本当だったんだろう。




「それに古寺先生はともかく、久保賀先生は大分性格が変わっていらっしゃるようだ……もともと彼は女子生徒の事を「お嬢じようさん」なんて呼ぶようなタイプではなかった」

　そう言って、彼はタブレットをスクロールさせて、ウチらのほうに向けた。




「……え!?」




　そこに書かれている文章を、ウチはすぐに信じることができなかった。




『国体水泳選手　婦女暴行罪で逮たい捕ほ!?』

『久保賀選手　極ごく悪あく非道な夜のトレーニング』




　ゴシップ誌の一部分を抜ばつ粋すいしたその画像には目の所に棒線が引いてあるものの、たしかにチャパツに間ま違ちがいなかった。

「どうして彼にだけ『今まで通りの自分を演じろ』と命じなかったんですか……また誰かが彼の餌え食じきになるのが嫌いやだったんですか？　味あじ田たレイコさんのように」

「……当たり前でしょ」




　唇を歪ゆがめている花の反応にニヤリと笑い、田篠は彼女から視線をウチらにうつした。




「……つまり彼女は久保賀先生の性格を都合よく作り変えた訳です。八井田さん、あなたをドキドキ胸キュンさせた久保賀先生は、市位ハナさんが作り上げた偽にせの人格だったんですよ。ほらね、彼女は自分の都合よく腐くさった卵を手懐けていらっしゃる」




　ウチはどんな反応をしていいか分からなかった。

　目の前にいるチャパツこと久保賀という男が、全部作られた人格だと説明されてもとても信じられない。

　はい、そうですかと認めることもできないし、田篠の話を鵜う吞のみにするつもりもない……けれど、さっきから黙だまったまま俯うつむいているだけの花にどうしても不信感が募つのっていってしまう。




「アナタたちも気をつけなさい、彼女はアナタたちを自分の願いを叶かなえる為ために利用しているだけなんですよ」

「そんな事はない！」

　花は田篠の言葉を遮さえぎった。

「たしかに私は、はなちゃんを助けたい……でもアナタたちを利用するつもりなんてない！」

　花の言葉を信じたいのに、彼女の言葉を素す直なおに受け入れることができない。

　表情を見て、ウチの心を見み透すかしたんだろう。花は悲しげに「利用なんて……私はアナタたちを助けようと」と擦かすれるような声で呟つぶやいた。




　花の心を打ち砕くだいた田篠は、止とどめを刺さすように彼女に言い放つ。

「そんなに『稲沢はな』が恋こいしいなら、彼女にも命じればいいじゃないですか。あなたに都合が良い『偽にせ者ものの稲沢はな』をね」




　ブチン。




　彼女の頭の血管が切れる音が、ウチにはたしかに聞こえた。




「うわああああああ！！！！」




　獣けもののように叫さけび声をあげた花は、形なり振ふり構わず田篠に飛びかかっていく。

　田篠と花は取っ組み合いになった。

　花は力任せに田篠を屋上の端はしへと追いやっていく。




　……もしかして、田篠を屋上から突つき落とそうとしているの？




「やめて、花！」




　ウチが叫んだ時だった。

　田篠に振り払はらわれた花が屋上から落下していったのは……。




「花！！！！」











４巻に続く









　あとがき







　お久しぶりの方も、はじめましての方もこんにちは。

　どうも吉田恵里香です。

　脳のう漿しよう炸さく裂れつガール第三巻『だいたい猪突猛進で』をお手にとっていただき誠まことにありがとうございます。

　一巻を出すと決まった時には、まさかこんな風にシリーズ化できるだなんて思ってもみませんでした。これも読者の皆みなさんの応おう援えんあってこそです。心よりお礼を申し上げます。

　とうとう脳漿シリーズも三巻目。今回から新章へと突とつ入にゆうして新たなキャラクター・八やつ井い田だ風ふうと穀こく倉そう伊い月つきが登場しました。二人とも結構気に入っているキャラクターです。これから彼女達の、そしてこのシリーズ全体の物語が動き出します。風と伊月はどうなってしまうのか、花の運命は？　その答えは四巻へと続きます！




　もうお気づきの方も多いと思いますが、この巻から脳漿炸裂ガールだけでなく、れるりりさんの『地じ獄ごく型がた人にん間げん動どう物ぶつ園えん』の楽曲を題材に使わせていただいております。

『一いつ触しよく即そく発はつ☆禅ぜんガール』のコミカライズ脚きやく本ほんも担当させていただいている事もあり、地獄型のガール達の解かい釈しやくが私の頭の中で色々と広がっており、そこらへんを今後描えがいていけたらいいなと思っております。この続きとなる脳漿炸裂ガール四巻は二〇一四年冬に発売予定ですので、是ぜ非ひそちらもよろしくお願い致いたします。れるりりさんのＤＶＤ「地獄型人間動物園」完全版も発売中だそうなので、そちらもあわせて是非！




　さて最後となりましたが、ここで恒こう例れいとなりましたお礼タイムを。脳漿炸裂ガールの生みの親であるれるりりさん。可愛かわいいイラストを描いてくれた、ちゃつぼさん。Ｓさんに代わり新しく担当についてくださった美人編集者のＹさん。関係者の皆さん。いつも支えてくれる家族・友人。そして、脳漿炸裂ガール三巻を手にとってくださった皆さんに心の底から「ありがとう×∞」を!!

　ではでは、四巻でまたお目にかかりましょう。それまで皆さんお元気で♡





吉田恵里香　　



























カバー・口絵・本文イラスト／ちゃつぼ
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脳のう漿しよう炸さく裂れつガール




だいたい猪ちよ突とつ猛もう進しんで








原案／れるりり

著／吉よし田だ恵え里り香か
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